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林業労働力の確保の
促進に関する基本方針の

変更について
林野庁 経営課 林業労働・経営対策室

はじめに
林業労働力の確保の促進に関する法律（以下「労確法」という。）では、

農林水産大臣及び厚生労働大臣は、都道府県が定める林業労働力の確保の
促進に関する基本計画の指針となる林業労働力の確保の促進に関する

基本方針（以下「基本方針」という。）を定めるとともに、
情勢の推移により必要が生じたときは、基本方針を変更することとしています。

　この度、平成22年に策定した基本方針について、
林政審議会及び労働政策審議会への諮問・答申を

踏まえて変更を行いましたので、
その概要について紹介します。

はじめに
林業労働力の確保の促進に関する法律（以下「労確法」という。）では、

農林水産大臣及び厚生労働大臣は、都道府県が定める林業労働力の確保の
促進に関する基本計画の指針となる林業労働力の確保の促進に関する

基本方針（以下「基本方針」という。）を定めるとともに、
情勢の推移により必要が生じたときは、基本方針を変更することとしています。

　この度、平成22年に策定した基本方針について、
林政審議会及び労働政策審議会への諮問・答申を

踏まえて変更を行いましたので、
その概要について紹介します。

3 2022.11 No.188 林野



図１ 森林・林業基本計画における
　 　死傷年千人率の目標
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資料：厚生労働省「業種別死傷年千人率」
注）死傷年千人率とは、労働者1000人あたり１年間に発
生する労働災害

図２ 労確法に基づく認定事業主数の推移

図３ 月給制の割合の推移図４ 社会保険等の加入状況

資料：林野庁調べ

資料：H21,H26,R1 の値は「森林組合統計」
　　　認定事業主の値は林野庁調べ

資料：森林組合統計。建設業は「公共事業労務費調査」
　　　認定事業主は林野庁調べ
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１
．
基
本
方
針
変
更
の
背
景

　
前
基
本
方
針
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年
に
変
更
さ
れ
て

以
来
10
年
以
上
が
経
過
し
、
林
業
経
営
体
や
林
業
労
働
者

を
取
り
巻
く
情
勢
に
も
変
化
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
人
工
林
資
源
の
充
実
を
背
景
に
主
伐
へ
の
対
応

や
伐
採
後
の
再
造
林
の
推
進
が
課
題
と
な
っ
て
き
た
こ
と
、

ス
マ
ー
ト
林
業
や
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
の
普
及
、
伐
採
と
造

林
の
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
新
た
な
技
術
へ
の

対
応
が
必
要
と
な
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
労
働
災
害
は
未
だ
他
産
業
の
10
倍
を
超
え
る
極
め

て
高
い
発
生
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
昨
年
６
月
に
変
更
さ
れ
た

森
林
・
林
業
基
本
計
画
で
は
、
再
造
林
の
推
進
や
新
た
な

技
術
の
導
入
の
推
進
、
労
働
災
害
発
生
率
の
半
減
に
向
け

た
労
働
安
全
対
策
の
強
化
（
図
１
）
を
掲
げ
ま
し
た
。
加

え
て
、
政
府
全
体
と
し
て
「
人
へ
の
投
資
」
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
今
般
、
基
本
方
針

に
所
要
の
変
更
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

２
．
前
基
本
方
針
に
基
づ
く
成
果
と
課
題

　
前
基
本
方
針
に
基
づ
く
取
組
等
に
よ
り
、
林
業
労
働
者

の
雇
用
管
理
の
改
善
及
び
事
業
の
合
理
化
を
促
進
す
る
意

欲
及
び
能
力
を
備
え
た
認
定
事
業
主
（
労
確
法
に
基
づ
き

都
道
府
県
の
認
定
を
受
け
た
事
業
主
）
は
、
平
成
22
年
の

１
，９
０
４
者
か
ら
令
和
２
年
に
は
２
，２
３
４
者
に
増
加（
図

２
）
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
通
年
雇
用
化
や
月
給
制
の
導

入
（
図
３
）、
社
会
保
険
等
の
加
入
（
図
４
）
も
拡
大
す
る

と
と
も
に
、
労
働
災
害
も
減
少
傾
向
で
推
移
し
、
雇
用
管

理
の
改
善
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
林
業
労
働
者
の
人
材
の
確
保
・
育
成
に
関
し
て
は
、「
緑

の
雇
用
」
事
業
に
よ
る
取
組
に
よ
り
、
平
成
22
年
度
か
ら

令
和
３
年
度
末
ま
で
に
1.1
万
人
を
超
え
る
新
規
就
業
者
に

対
す
る
研
修
を
実
施
し
（
図
５
）、
前
基
本
方
針
の
柱
で
あ

っ
た
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
つ
い
て
は
、
現
場
作
業
の
要
と
な

る
現
場
責
任
者
等
を
約
５
千
人
育
成
し
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
平
成
25
年
度
よ
り
開
始
し
た
林
業
大
学
校
等
で
学
ぶ

学
生
へ
の
給
付
金
に
よ
る
支
援
に
よ
り
、
令
和
２
年
度
ま

で
に
約
１
千
人
を
林
業
へ
の
就
業
に
つ
な
げ
て
き
ま
し
た

（
図
６
）。
さ
ら
に
、
平
成
24
年
度
よ
り
開
始
し
た
施
業
集

約
化
を
担
う
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
つ
い
て
は
、
支
援

を
通
じ
て
約
2.5
千
人
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
に
加
え
、
路
網
の
整
備
や
高
性
能
林
業

機
械
の
導
入
等
も
進
み
、
木
材
の
国
内
生
産
量
は
、
令
和

２
年
に
は
平
成
22
年
の
1.6
倍
に
当
た
る
３
，１
１
５
万
㎥
に

増
加
す
る
と
と
も
に
、
主
間
伐
と
も
に
生
産
性
が
向
上
し
、

林
業
労
働
者
の
所
得
も
向
上
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
成
果
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
林
業
労
働
者

を
雇
用
す
る
林
業
経
営
体
は
未
だ
小
規
模
・
零
細
な
と
こ

ろ
も
見
ら
れ
る
状
況
に
あ
り
、
ま
た
、
林
業
労
働
者
の
所

得
を
は
じ
め
と
し
た
労
働
条
件
や
労
働
安
全
の
確
保
等
と

い
っ
た
雇
用
環
境
に
つ
い
て
は
、
未
だ
他
産
業
に
及
ば
な

い
状
況
が
多
く
見
ら
れ
て
い
ま
す
（
図
７
）。
林
業
労
働
力

の
確
保
を
図
る
た
め
に
は
、
引
き
続
き
雇
用
環
境
の
改
善

に
努
め
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

３
．
林
業
労
働
力
の
確
保
の
課
題

　
我
が
国
の
人
工
林
資
源
が
充
実
し
つ
つ
あ
る
中
で
、
国

産
材
の
安
定
供
給
に
対
す
る
木
材
産
業
等
の
期
待
の
高
ま

り
に
対
し
て
、
林
業
が
こ
れ
に
的
確
に
応
え
る
こ
と
に
よ

り
、
木
材
利
用
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
抑
制
や
炭
素

貯
蔵
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
は
、
パ
リ
協
定
下
に
お
け
る

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
目
標
の
達
成
の
み
な
ら
ず
、
社

会
経
済
生
活
の
向
上
と
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
寄
与

す
る
「
グ
リ
ー
ン
成
長
」
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
も
重

要
で
す
。

　
本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
た
人
工
林
資
源
の
循
環
利
用

を
図
る
た
め
に
は
、
木
材
生
産
を
担
う
労
働
者
と
と
も
に
、

特
に
減
少
傾
向
に
あ
る
再
造
林
・
保
育
を
担
う
労
働
者
の

確
保
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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図５ 林業の新規就業者数の推移

6.0

4.0

2.0

0.0

180

160

140

120

100

80

60

40

20

0

20歳未満

20代

30代

40代

50代

60代前半

65歳以上

全世代平均

（人） （人）
1000

900

800

700

600

500

400

300

200

100

0

2.3

H12

57

H25

0〈年代別〉 200 400 600

70

H26

77

H27

129

H28

136

H29

151

H30

162

R1

170

R2

2.3

H13

2.2

H14

2.1

4.3

H15

1.7

3.5

2.3

1.8

H16

1.6

1.2

2.8

H17

1.6

0.8

2.4

H18

2.0

1.1

3.1

H19

2.2

1.2

3.3

H20

2.4

1.5

3.9

H21

2.4

1.6

4.0

H22

2.1

1.1

3.2

H23

2.3

0.9

3.2

H24

2.0

0.8

2.8

H25

2.1

0.9

3.0

H26

2.1

1.1

3.2

H27

2.2

0.9

3.1

H28

2.2

0.9

3.1

H29

2.1

0.9

3.0

H30

2.1

0.8

2.9

R1

2.2

0.7

2.9

R2

資料：林野庁業務資料

図６ 緑の青年就業準備給付金による林業就業支援

資料：林野庁業務資料

図７ 全産業と林業従事者の年間平均給与

資料：民間給与実態統計調査（H29）、林野庁業務資料
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さ
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推
進
が
課
題
と
な
っ
て
き
た
こ
と
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ま
す
（
図
７
）。
林
業
労
働
力

の
確
保
を
図
る
た
め
に
は
、
引
き
続
き
雇
用
環
境
の
改
善

に
努
め
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

３
．
林
業
労
働
力
の
確
保
の
課
題

　
我
が
国
の
人
工
林
資
源
が
充
実
し
つ
つ
あ
る
中
で
、
国

産
材
の
安
定
供
給
に
対
す
る
木
材
産
業
等
の
期
待
の
高
ま

り
に
対
し
て
、
林
業
が
こ
れ
に
的
確
に
応
え
る
こ
と
に
よ

り
、
木
材
利
用
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
抑
制
や
炭
素

貯
蔵
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
は
、
パ
リ
協
定
下
に
お
け
る

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
目
標
の
達
成
の
み
な
ら
ず
、
社

会
経
済
生
活
の
向
上
と
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
寄
与

す
る
「
グ
リ
ー
ン
成
長
」
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
も
重

要
で
す
。

　
本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
た
人
工
林
資
源
の
循
環
利
用

を
図
る
た
め
に
は
、
木
材
生
産
を
担
う
労
働
者
と
と
も
に
、

特
に
減
少
傾
向
に
あ
る
再
造
林
・
保
育
を
担
う
労
働
者
の

確
保
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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表１ 女性活躍に向けた経営体の取組状況

資料：厚生労働省ホームページ

区　分 林　業 （参考）
建設業

くるみん認定※1

※2

※3

えるぼし認定

一般自主行動計画策定

0

0

17

99

86

2967

※１：次世代育成支援対策推進法に基づき、一般事業主行動計画を
策定した企業のうち、計画に定めた目標を達成し、「子育てサポー
ト企業」として、厚生労働大臣の認定を受けた経営体

※２：女性活躍推進法に基づき、女性の活躍促進に関する状況など
が優良な企業として厚生労働大臣の認定を受けた経営体

※３：次世代育成支援対策推進法に基づき、従業員の仕事と子育て
の両立を図るための雇用環境の整備などの対策について計画を
策定した経営体

図８ 経営体の規模別にみた林業死傷災害発生状況

資料：農林水産省「新たな現場の作業安全対策の実現に
　　向けた調査委託事業報告書」（令和２年度）を一部改変

2,000

1,600

1,200

800

400

0

100.0

80.0

60.0

40.0

20.0

0.0

死傷災害件数（H29 ～ R1）
平均年千人率

件数 

1～9人 10～29人 30～49人 50人～

平均年千人率（試算値）

注）平成29年から令和元年に発生した死傷災害3,904件について分析
注）平均年千人率の従事者数は、平成28年経済産業省「経済セ
ンサス活動調査」の調査結果を使用

４
．
基
本
方
針
変
更
の
ポ
イ
ン
ト

　
こ
う
し
た
林
業
労
働
力
を
取
り
巻
く
情
勢
の
変
化
等
を

踏
ま
え
、
林
業
労
働
力
の
確
保
の
促
進
に
当
た
っ
て
求
め

ら
れ
る
新
た
な
取
組
等
に
対
応
す
る
よ
う
基
本
方
針
の
見

直
し
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
変
更
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の

通
り
で
す
。

4.1
　
事
業
主
が
行
う
雇
用
管
理
の
改
善
等
の
た
め
の
措
置

に
関
す
る
事
項

（
１
）　
雇
用
管
理
の
改
善
を
促
進
す
る
た
め
の
措
置

　
新
た
な
基
本
方
針
で
は
、
林
業
労
働
力
の
確
保
に
当

た
っ
て
他
産
業
並
み
の
所
得
の
確
保
や
働
き
方
改
革
な

ど
に
よ
る
労
働
条
件
の
改
善
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ

と
を
明
記
す
る
と
と
も
に
、
森
林
・
林
業
基
本
計
画
に

お
け
る
労
働
災
害
発
生
率
の
半
減
に
向
け
た
労
働
安
全

対
策
の
強
化
の
方
針
を
踏
ま
え
、
新
た
に
「
労
働
安
全

の
確
保
」
の
項
目
を
設
け
、
労
働
安
全
確
保
の
取
組
に

関
す
る
記
述
を
充
実
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に

関
す
る
法
律
の
制
定
（
平
成
27
年
法
律
第
64
号
）
や
障

害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
の
改
正
（
令
和

元
年
6
月
施
行
）
等
に
よ
る
政
府
を
挙
げ
た
取
組
に
つ

い
て
、
新
た
に
項
目
を
設
け
、
事
業
主
に
よ
る
取
組
を

促
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ア　
労
働
安
全
の
確
保

　
労
働
安
全
衛
生
関
係
法
令
等
に
基
づ
く
遵
守
事
項
の

徹
底
に
加
え
、
近
年
の
労
働
災
害
の
発
生
状
況
を
踏
ま

え
た
安
全
作
業
に
資
す
る
研
修
や
安
全
意
識
の
啓
発
を

促
進
し
、
労
働
災
害
の
発
生
頻
度
が
高
い
小
規
模
な
事

業
主
等
の
安
全
対
策
を
強
化
す
る
（
図
８
）
と
と
も
に
、

伐
倒
技
術
等
の
向
上
に
つ
な
が
る
技
能
検
定
制
度
の
導

入
、労
働
安
全
に
資
す
る
装
備・装
置
等
の
普
及
の
促
進
、

高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
等
に
よ
る
労
働
強
度
の
軽
減

等
を
図
る
ほ
か
、
遠
隔
操
作
・
自
動
操
作
機
械
の
開
発
、

労
働
災
害
発
生
時
の
通
信
手
段
の
確
保
等
に
つ
い
て
新

た
に
記
述
し
て
い
ま
す
。

イ　
女
性
労
働
者
等
の
活
躍
・
定
着
の
促
進

　
女
性
の
就
業
に
対
す
る
事
業
主
の
意
識
の
見
直
し
を

促
す
観
点
か
ら
、
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の

推
進
に
関
す
る
法
律
を
踏
ま
え
た
一
般
事
業
主
行
動
計

画
策
定
や
「
え
る
ぼ
し
認
定
」
等
の
取
組
を
促
進
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
（
表
１
）。

　
ま
た
、
就
業
者
と
就
業
に
関
心
を
有
す
る
者
と
の
交

流
機
会
の
創
出
、
ト
イ
レ
や
更
衣
室
の
整
備
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
対
策
の
徹
底
、
そ
れ
ぞ
れ
が
目
指
す
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
後
押
し
で
き
る
よ
う
な
就
労
環

境
の
整
備
を
促
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ウ　
林
業
分
野
に
お
け
る
障
害
者
雇
用
の
促
進

　
障
害
者
雇
用
に
つ
い
て
は
、
造
林
作
業
の
ほ
か
山
林

種
苗
生
産
な
ど
の
分
野
で
の
取
組
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、事
業
主
に
よ
る
仕
事
の
切
り
出
し
の
工
夫
等
に

よ
り
障
害
者
雇
用
の
推
進
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

エ　
そ
の
他
の
雇
用
管
理
の
改
善

　
請
負
事
業
が
多
い
林
業
に
お
い
て
は
、
労
働
安
全
衛

生
関
係
法
令
等
の
遵
守
に
不
可
欠
な
経
費
を
は
じ
め
と

す
る
労
務
関
係
諸
経
費
の
確
保
、
原
材
料
や
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
コ
ス
ト
上
昇
分
の
適
切
な
価
格
転
嫁
、
適
切
な
工

期
の
設
定
等
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
、
特
に
、
予
定
価

格
の
適
切
な
設
定
、
施
工
時
期
等
の
平
準
化
、
林
業
労

働
者
へ
の
適
正
な
賃
金
支
払
い
、
労
働
時
間
の
短
縮
等

の
労
働
条
件
の
改
善
に
資
す
る
事
業
の
発
注
を
推
進
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（
２
）　
事
業
の
合
理
化
を
促
進
す
る
た
め
の
措
置

　
他
産
業
よ
り
給
与
が
低
い
と
い
っ
た
林
業
労
働
者
の

処
遇
改
善
に
は
、
事
業
主
の
収
益
の
改
善
が
重
要
で
あ

り
、
基
本
方
針
に
お
い
て
も
事
業
の
合
理
化
の
取
組
を

労
働
力
確
保
に
向
け
た
取
組
の
一
つ
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
変
更
で
は
、
生
産
性
の
向
上
の
取
組
と
し
て
、

複
数
の
作
業
や
作
業
工
程
に
対
応
で
き
る
人
材
の
育
成

を
図
る
こ
と
と
し
て
多
能
工
化
の
推
進
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
森
林
・
林
業
基
本
計
画
で
掲
げ
た
、
伐
採

か
ら
再
造
林
・
保
育
に
至
る
収
支
の
プ
ラ
ス
転
換
を
可

能
と
す
る
「
新
し
い
林
業
」
の
実
現
に
向
け
て
、
基
本

方
針
に
お
い
て
も
項
目
を
設
け
、「
新
し
い
林
業
」
の
実

現
に
必
要
な
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
等
の
植
栽
、
伐
採
と
造

林
の
一
貫
作
業
等
の
新
た
な
造
林
技
術
に
関
す
る
知
識

を
持
つ
造
林
手
や
、
レ
ー
ザ
測
量
・Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
等
を
活

用
し
た
高
度
な
森
林
資
源
情
報
等
の
把
握
・
活
用
、Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
生
産
流
通
管
理
等
の
効
率
化
と
い
っ
た

ス
マ
ー
ト
林
業
等
の
技
術
の
活
用
に
必
要
な
知
識
や
技

術
、
技
能
を
持
つ
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
の
取
組
を
推

進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
（
図
９
）。

4.2
　
そ
の
他
林
業
労
働
力
の
確
保
の
促
進
に
関
す
る
重
要

事
項

　
林
業
労
働
力
の
確
保
の
促
進
に
関
す
る
そ
の
他
の
重
要

事
項
と
し
て
、
新
た
な
基
本
方
針
で
は
、
多
様
な
担
い
手

の
確
保
、
外
国
人
材
の
受
入
れ
に
関
し
て
新
し
く
項
目
を

設
け
て
い
ま
す
。

（
１
）　
地
域
課
題
に
対
応
し
た
多
様
な
担
い
手
の
確
保

　
近
年
、
従
来
の
事
業
主
に
よ
る
労
働
力
の
確
保
に
加

え
、
製
材
工
場
や
木
材
市
場
等
に
よ
る
林
業
へ
の
新
規

参
入
や
林
業
事
業
体
で
一
定
の
経
験
を
持
つ
林
業
労
働

者
に
よ
る
起
業
の
ほ
か
、
地
域
の
林
業
経
営
の
担
い
手

の
一
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
る
自
伐
型
林
業
や
特
定
地
域

づ
く
り
事
業
協
同
組
合
の
枠
組
み
を
活
用
し
た
取
組
、

地
域
間
の
連
携
等
に
よ
る
林
業
労
働
力
の
確
保
の
動
き

が
見
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
動
き
は
、
再
造
林
の
推
進
等
の
地
域
課
題

へ
の
対
応
、
ま
た
、
林
業
労
働
者
の
裾
野
の
拡
大
に
よ

っ
て
、
事
業
量
の
変
動
に
も
対
応
し
た
林
業
労
働
力
の

確
保
や
地
域
林
業
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
多
様
な
担
い
手
の
確
保
に
向

け
た
取
組
を
促
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（
２
）　
外
国
人
材
の
適
正
な
受
入
れ

　
林
業
分
野
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
は
少
な
い
状
況

に
あ
る
も
の
の
、
地
域
に
お
け
る
林
業
労
働
力
の
状
況

等
を
踏
ま
え
、
一
部
の
地
域
や
経
営
体
か
ら
は
外
国
人

材
の
受
入
れ
を
求
め
る
声
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
基
本
方
針
に
お
い
て
、
既
に
林
業
の
現
場
で
働

く
技
能
実
習
生
の
雇
用
環
境
の
改
善
の
徹
底
を
図
る
こ

と
と
併
せ
、
国
内
の
人
材
確
保
の
取
組
を
行
っ
た
上
で

な
お
不
足
す
る
労
働
力
の
確
保
に
向
け
て
、
特
定
技
能

制
度
に
基
づ
く
外
国
人
材
の
受
入
れ
に
つ
い
て
検
討
す

る
旨
を
記
述
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
外
国
人
材
の
受
入
れ
に
つ
い
て
は
、
両
審
議

会
及
び
パ
ブ
コ
メ
で
も
多
く
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
外
国
人
材
の
受
入
れ
の
記
述
を
評
価
す
る
意
見
の

ほ
か
、
受
入
れ
に
あ
た
っ
て
の
安
全
面
で
の
課
題
や
国

内
に
お
け
る
林
業
労
働
者
の
就
業
環
境
の
改
善
を
優
先

す
べ
き
と
の
意
見
等
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

５
．
終
わ
り
に

　
今
回
の
基
本
方
針
の
変
更
に
当
た
っ
て
は
、
林
政
審
議

会
及
び
労
働
政
策
審
議
会
に
お
い
て
、
各
々
３
回
の
審
議

を
経
て
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
基
本
方
針
の

変
更
案
に
つ
い
て
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を
行
い
、

広
く
一
般
の
方
々
か
ら
多
く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
今
回
変
更
を
行
っ
た
新
た
な
基
本
方
針
を
踏
ま
え
、

林
野
庁
と
し
て
は
、
都
道
府
県
や
林
業
関
係
団
体
等
の
関

係
者
と
の
連
携
に
よ
り
林
業
の
現
場
で
働
く
方
々
が
生
き

が
い
を
持
っ
て
働
け
る
、
魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
の
推
進
・

各
種
課
題
の
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
林
業
経
営
体
の
皆
さ
ま
に
は
、
今
回
の
新
た
な
基
本
方

針
を
踏
ま
え
た
雇
用
改
善
の
取
組
や
事
業
の
合
理
化
の
取

組
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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注）バリューバッキング機能付きハーベスタ
　 （細りの予測から生産価格が高まる径級や長さなどを機械が提案する。）

図9 ＩＣＴハーベスタ

４
．
基
本
方
針
変
更
の
ポ
イ
ン
ト

　
こ
う
し
た
林
業
労
働
力
を
取
り
巻
く
情
勢
の
変
化
等
を

踏
ま
え
、
林
業
労
働
力
の
確
保
の
促
進
に
当
た
っ
て
求
め

ら
れ
る
新
た
な
取
組
等
に
対
応
す
る
よ
う
基
本
方
針
の
見

直
し
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
変
更
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の

通
り
で
す
。

4.1
　
事
業
主
が
行
う
雇
用
管
理
の
改
善
等
の
た
め
の
措
置

に
関
す
る
事
項

（
１
）　
雇
用
管
理
の
改
善
を
促
進
す
る
た
め
の
措
置

　
新
た
な
基
本
方
針
で
は
、
林
業
労
働
力
の
確
保
に
当

た
っ
て
他
産
業
並
み
の
所
得
の
確
保
や
働
き
方
改
革
な

ど
に
よ
る
労
働
条
件
の
改
善
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ

と
を
明
記
す
る
と
と
も
に
、
森
林
・
林
業
基
本
計
画
に

お
け
る
労
働
災
害
発
生
率
の
半
減
に
向
け
た
労
働
安
全

対
策
の
強
化
の
方
針
を
踏
ま
え
、
新
た
に
「
労
働
安
全

の
確
保
」
の
項
目
を
設
け
、
労
働
安
全
確
保
の
取
組
に

関
す
る
記
述
を
充
実
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に

関
す
る
法
律
の
制
定
（
平
成
27
年
法
律
第
64
号
）
や
障

害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
の
改
正
（
令
和

元
年
6
月
施
行
）
等
に
よ
る
政
府
を
挙
げ
た
取
組
に
つ

い
て
、
新
た
に
項
目
を
設
け
、
事
業
主
に
よ
る
取
組
を

促
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ア　
労
働
安
全
の
確
保

　
労
働
安
全
衛
生
関
係
法
令
等
に
基
づ
く
遵
守
事
項
の

徹
底
に
加
え
、
近
年
の
労
働
災
害
の
発
生
状
況
を
踏
ま

え
た
安
全
作
業
に
資
す
る
研
修
や
安
全
意
識
の
啓
発
を

促
進
し
、
労
働
災
害
の
発
生
頻
度
が
高
い
小
規
模
な
事

業
主
等
の
安
全
対
策
を
強
化
す
る
（
図
８
）
と
と
も
に
、

伐
倒
技
術
等
の
向
上
に
つ
な
が
る
技
能
検
定
制
度
の
導

入
、労
働
安
全
に
資
す
る
装
備・装
置
等
の
普
及
の
促
進
、

高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
等
に
よ
る
労
働
強
度
の
軽
減

等
を
図
る
ほ
か
、
遠
隔
操
作
・
自
動
操
作
機
械
の
開
発
、

労
働
災
害
発
生
時
の
通
信
手
段
の
確
保
等
に
つ
い
て
新

た
に
記
述
し
て
い
ま
す
。

イ　
女
性
労
働
者
等
の
活
躍
・
定
着
の
促
進

　
女
性
の
就
業
に
対
す
る
事
業
主
の
意
識
の
見
直
し
を

促
す
観
点
か
ら
、
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の

推
進
に
関
す
る
法
律
を
踏
ま
え
た
一
般
事
業
主
行
動
計

画
策
定
や
「
え
る
ぼ
し
認
定
」
等
の
取
組
を
促
進
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
（
表
１
）。

　
ま
た
、
就
業
者
と
就
業
に
関
心
を
有
す
る
者
と
の
交

流
機
会
の
創
出
、
ト
イ
レ
や
更
衣
室
の
整
備
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
対
策
の
徹
底
、
そ
れ
ぞ
れ
が
目
指
す
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
後
押
し
で
き
る
よ
う
な
就
労
環

境
の
整
備
を
促
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ウ　
林
業
分
野
に
お
け
る
障
害
者
雇
用
の
促
進

　
障
害
者
雇
用
に
つ
い
て
は
、
造
林
作
業
の
ほ
か
山
林

種
苗
生
産
な
ど
の
分
野
で
の
取
組
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、事
業
主
に
よ
る
仕
事
の
切
り
出
し
の
工
夫
等
に

よ
り
障
害
者
雇
用
の
推
進
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

エ　
そ
の
他
の
雇
用
管
理
の
改
善

　
請
負
事
業
が
多
い
林
業
に
お
い
て
は
、
労
働
安
全
衛

生
関
係
法
令
等
の
遵
守
に
不
可
欠
な
経
費
を
は
じ
め
と

す
る
労
務
関
係
諸
経
費
の
確
保
、
原
材
料
や
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
コ
ス
ト
上
昇
分
の
適
切
な
価
格
転
嫁
、
適
切
な
工

期
の
設
定
等
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
、
特
に
、
予
定
価

格
の
適
切
な
設
定
、
施
工
時
期
等
の
平
準
化
、
林
業
労

働
者
へ
の
適
正
な
賃
金
支
払
い
、
労
働
時
間
の
短
縮
等

の
労
働
条
件
の
改
善
に
資
す
る
事
業
の
発
注
を
推
進
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（
２
）　
事
業
の
合
理
化
を
促
進
す
る
た
め
の
措
置

　
他
産
業
よ
り
給
与
が
低
い
と
い
っ
た
林
業
労
働
者
の

処
遇
改
善
に
は
、
事
業
主
の
収
益
の
改
善
が
重
要
で
あ

り
、
基
本
方
針
に
お
い
て
も
事
業
の
合
理
化
の
取
組
を

労
働
力
確
保
に
向
け
た
取
組
の
一
つ
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
変
更
で
は
、
生
産
性
の
向
上
の
取
組
と
し
て
、

複
数
の
作
業
や
作
業
工
程
に
対
応
で
き
る
人
材
の
育
成

を
図
る
こ
と
と
し
て
多
能
工
化
の
推
進
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
森
林
・
林
業
基
本
計
画
で
掲
げ
た
、
伐
採

か
ら
再
造
林
・
保
育
に
至
る
収
支
の
プ
ラ
ス
転
換
を
可

能
と
す
る
「
新
し
い
林
業
」
の
実
現
に
向
け
て
、
基
本

方
針
に
お
い
て
も
項
目
を
設
け
、「
新
し
い
林
業
」
の
実

現
に
必
要
な
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
等
の
植
栽
、
伐
採
と
造

林
の
一
貫
作
業
等
の
新
た
な
造
林
技
術
に
関
す
る
知
識

を
持
つ
造
林
手
や
、
レ
ー
ザ
測
量
・Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
等
を
活

用
し
た
高
度
な
森
林
資
源
情
報
等
の
把
握
・
活
用
、Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
生
産
流
通
管
理
等
の
効
率
化
と
い
っ
た

ス
マ
ー
ト
林
業
等
の
技
術
の
活
用
に
必
要
な
知
識
や
技

術
、
技
能
を
持
つ
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
の
取
組
を
推

進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
（
図
９
）。

4.2
　
そ
の
他
林
業
労
働
力
の
確
保
の
促
進
に
関
す
る
重
要

事
項

　
林
業
労
働
力
の
確
保
の
促
進
に
関
す
る
そ
の
他
の
重
要

事
項
と
し
て
、
新
た
な
基
本
方
針
で
は
、
多
様
な
担
い
手

の
確
保
、
外
国
人
材
の
受
入
れ
に
関
し
て
新
し
く
項
目
を

設
け
て
い
ま
す
。

（
１
）　
地
域
課
題
に
対
応
し
た
多
様
な
担
い
手
の
確
保

　
近
年
、
従
来
の
事
業
主
に
よ
る
労
働
力
の
確
保
に
加

え
、
製
材
工
場
や
木
材
市
場
等
に
よ
る
林
業
へ
の
新
規

参
入
や
林
業
事
業
体
で
一
定
の
経
験
を
持
つ
林
業
労
働

者
に
よ
る
起
業
の
ほ
か
、
地
域
の
林
業
経
営
の
担
い
手

の
一
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
る
自
伐
型
林
業
や
特
定
地
域

づ
く
り
事
業
協
同
組
合
の
枠
組
み
を
活
用
し
た
取
組
、

地
域
間
の
連
携
等
に
よ
る
林
業
労
働
力
の
確
保
の
動
き

が
見
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
動
き
は
、
再
造
林
の
推
進
等
の
地
域
課
題

へ
の
対
応
、
ま
た
、
林
業
労
働
者
の
裾
野
の
拡
大
に
よ

っ
て
、
事
業
量
の
変
動
に
も
対
応
し
た
林
業
労
働
力
の

確
保
や
地
域
林
業
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
多
様
な
担
い
手
の
確
保
に
向

け
た
取
組
を
促
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（
２
）　
外
国
人
材
の
適
正
な
受
入
れ

　
林
業
分
野
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
は
少
な
い
状
況

に
あ
る
も
の
の
、
地
域
に
お
け
る
林
業
労
働
力
の
状
況

等
を
踏
ま
え
、
一
部
の
地
域
や
経
営
体
か
ら
は
外
国
人

材
の
受
入
れ
を
求
め
る
声
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
基
本
方
針
に
お
い
て
、
既
に
林
業
の
現
場
で
働

く
技
能
実
習
生
の
雇
用
環
境
の
改
善
の
徹
底
を
図
る
こ

と
と
併
せ
、
国
内
の
人
材
確
保
の
取
組
を
行
っ
た
上
で

な
お
不
足
す
る
労
働
力
の
確
保
に
向
け
て
、
特
定
技
能

制
度
に
基
づ
く
外
国
人
材
の
受
入
れ
に
つ
い
て
検
討
す

る
旨
を
記
述
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
外
国
人
材
の
受
入
れ
に
つ
い
て
は
、
両
審
議

会
及
び
パ
ブ
コ
メ
で
も
多
く
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
外
国
人
材
の
受
入
れ
の
記
述
を
評
価
す
る
意
見
の

ほ
か
、
受
入
れ
に
あ
た
っ
て
の
安
全
面
で
の
課
題
や
国

内
に
お
け
る
林
業
労
働
者
の
就
業
環
境
の
改
善
を
優
先

す
べ
き
と
の
意
見
等
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

５
．
終
わ
り
に

　
今
回
の
基
本
方
針
の
変
更
に
当
た
っ
て
は
、
林
政
審
議

会
及
び
労
働
政
策
審
議
会
に
お
い
て
、
各
々
３
回
の
審
議

を
経
て
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
基
本
方
針
の

変
更
案
に
つ
い
て
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を
行
い
、

広
く
一
般
の
方
々
か
ら
多
く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
今
回
変
更
を
行
っ
た
新
た
な
基
本
方
針
を
踏
ま
え
、

林
野
庁
と
し
て
は
、
都
道
府
県
や
林
業
関
係
団
体
等
の
関

係
者
と
の
連
携
に
よ
り
林
業
の
現
場
で
働
く
方
々
が
生
き

が
い
を
持
っ
て
働
け
る
、
魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
の
推
進
・

各
種
課
題
の
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
林
業
経
営
体
の
皆
さ
ま
に
は
、
今
回
の
新
た
な
基
本
方

針
を
踏
ま
え
た
雇
用
改
善
の
取
組
や
事
業
の
合
理
化
の
取

組
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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森林の経営管理の集積・集約化に係る
取組状況（市町村数）

意向調査の実施面積と回答面積
（累計）

回答があった面積の内訳（累計）
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10.6万ha
（33%）

市町村への委託を希望
※既に他者に委託済み、自分で委託先を探す等

所有者自ら経営管理を希望
その他（※）

これまでに約33万ha（面積ベースで５割）で回答あり

10.2万ha
（31%）

11.7万ha
（36%）

意向調査
うち回答があったもの

面
積（
万
ha
）

（市町村）

令和元年度

R元年度末

15
8

40

22

60

33

R2年度末 R3年度末

704(48%)

396(27%)

75%

令和2年度

423(30%)

778(55%)

85%

令和3年度
（速報値）

250(19%)

973(74%)

93%

意向調査等の取組

私有林人工林の
94%をカバー

集積・集約化の取組に係る準備

図1

図2図3

（
注
）私
有
林
人
工
林
が
あ
る
全
市
町
村
か
ら
、
私
有
林

人
工
林
が
極
め
て
少
な
い
等
整
備
・
活
用
の
必
要

性
が
低
い
市
町
村
、
既
存
の
仕
組
で
経
営
管
理
を

進
め
る
市
町
村
、
既
に
ほ
と
ん
ど
の
人
工
林
で
経

営
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
市
町
村
を
除
い
た
も
の

（
R3
：
１
，３
１
２
市
町
村
）。

１
．
は
じ
め
に

　
「
森
林
経
営
管
理
制
度
」
は
、
森
林
所
有

者
自
ら
で
は
森
林
の
経
営
管
理
を
行
う
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
に
、森
林
経
営
管
理
法
に

基
づ
き
、
市
町
村
が
当
該
森
林
の
経
営
管
理

の
委
託
を
受
け
る
仕
組
み
で
す
。

　
本
制
度
に
は
、
森
林
所
有
者
、
林
業
経
営

者
、
地
域
全
体
に
と
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

・　

森
林
所
有
者
は
、
市
町
村
の
関
与
に

よ
り
、
安
心
し
て
長
期
的
に
所
有
森
林
の

経
営
管
理
を
任
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・　
林
業
経
営
者
は
、
経
営
規
模
の
拡
大
や

雇
用
の
安
定
を
図
る
と
と
も
に
、
こ
れ

ま
で
整
備
で
き
な
か
っ
た
所
有
者
不
明

森
林
を
整
備
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
す
。

・　
地
域
全
体
に
と
っ
て
は
、
手
入
れ
不
足

森
林
の
有
効
活
用
に
よ
り
、
地
域
経
済

の
活
性
化
や
、災
害
リ
ス
ク
の
低
減
、地

域
住
民
の
安
心
・
安
全
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
本
制
度
は
、
平
成
31
年
４
月
に
始
ま
り
、

本
年
度
で
４
年
目
と
な
り
ま
す
。本
稿
で
は
、

令
和
３
年
度
末
に
お
け
る
市
町
村
の
取
組
実

績
を
説
明
し
た
上
で
、
林
野
庁
に
よ
る
市
町

村
支
援
の
取
組
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

２
．
森
林
経
営
管
理
制
度
の
仕
組
み

　
森
林
経
営
管
理
制
度
で
は
、ま
ず
、市
町
村

が
、経
営
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
見
ら
れ

る
森
林
を
対
象
に
、
森
林
所
有
者
の
意
向
を

確
認
す
る
調
査（
意
向
調
査
）を
実
施
し
ま
す
。

　
意
向
調
査
の
結
果
、森
林
所
有
者
か
ら「
市

町
村
へ
の
委
託
希
望
」
の
回
答
が
あ
っ
た
場

合
、市
町
村
は「
経
営
管
理
権
集
積
計
画（
集

積
計
画
）」
を
定
め
て
、
森
林
所
有
者
か
ら

森
林
の
経
営
管
理
の
委
託
を
受
け
ま
す
。

　
集
積
計
画
策
定
森
林
の
う
ち
、
林
業
経
営

に
適
し
た
森
林
は
、
市
町
村
が
「
経
営
管
理

実
施
権
配
分
計
画（
配
分
計
画
）」を
定
め
て
、

林
業
経
営
者
に
経
営
管
理
を
再
委
託
し
ま

す
。
他
方
、林
業
経
営
に
適
さ
な
い
森
林
は
、

市
町
村
が
自
ら
経
営
管
理
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、「
所
有
者
不
明
森
林
等
の
特
例
措

置
」に
よ
り
、所
有
者
の
一
部
又
は
全
部
が
不

明
な
森
林
で
あ
っ
て
も
、
一
定
の
手
続
き
に

よ
り
、
市
町
村
が
当
該
森
林
の
経
営
管
理
を

受
託
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

３
．
市
町
村
に
お
け
る
取
組
実
績

　
令
和
３
年
度
末
ま
で
に
、
私
有
林
人
工
林

が
あ
り
、制
度
の
活
用
が
必
要
な
市
町
村
（
注
）

の
約
９
割
（
１
，２
２
３
市
町
村
）
で
、
意
向

調
査
の
準
備
を
含
む
森
林
経
営
管
理
制
度
に

係
る
取
組
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
市
町
村
は
、
全
国
の
私
有
林
人
工
林
面
積

の
94
％
を
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
対

象
市
町
村
の
約
７
割（
９
７
３
市
町
村
）で
、

意
向
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
１
）。

　
取
組
段
階
別
に
み
る
と
、
意
向
調
査
は
、

令
和
３
年
度
に
約
19
万
ha
実
施
さ
れ
、
制
度

開
始
か
ら
３
年
間
の
実
施
面
積
は
約
60
万
ha

と
な
り
ま
し
た
。
回
答
率
は
約
５
割
、
市
町

村
へ
の
委
託
希
望
は
、
回
答
者
の
約
４
割
と

な
っ
て
い
ま
す
（
図
２
、
３
）。

　
集
積
計
画
は
、
２
６
２
市
町
村
の
９
，１

５
４
ha
で
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
１

５
８
市
町
村
の
２
，４
１
８
ha
で
市
町
村
自

ら
に
よ
る
森
林
整
備
が
実
施
さ
れ
ま
し
た

（
図
４
）。

　
配
分
計
画
は
、
47
市
町
村
の
１
，１
０
５

ha
で
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
14
市
町

の
１
２
２
ha
で
林
業
経
営
者
に
よ
る
森
林
整

備
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
（
図
５
）。

　
令
和
３
年
度
末
に
お
け
る
集
積
計
画
と
配

分
計
画
の
策
定
面
積
は
、
い
ず
れ
も
前
年
度

か
ら
約
３
倍
に
増
加
し
ま
し
た
。

　
「
所
有
者
不
明
森
林
等
の
特
例
」に
つ
い
て

は
、令
和
３
年
度
に
、鳥
取
県
若
桜
町
が
全
国

で
初
め
て
特
例
を
活
用
し
て
集
積
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。現
在
、京
都
府
綾
部
市
が
特
例

活
用
に
向
け
た
手
続
き
を
進
め
て
い
ま
す
。

４
．
林
野
庁
に
よ
る
市
町
村
支
援
の
取
組

　
実
際
に
森
林
経
営
管
理
制
度
を
運
用
す
る

の
は
市
町
村
で
す
が
、
市
町
村
の
森
林
・
林

業
担
当
職
員
は
必
ず
し
も
十
分
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
た
め
、
林
野
庁
で
は
、
制
度
開

始
と
同
時
に
、「
森
林
集
積
推
進
室
」
を
設
置

し
て
、市
町
村
の
取
組
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
支
援
内
容
は
、以
下
の
通
り
で
す
。

（
１
）
人
材
育
成

①　
説
明
会
・
研
修
会
へ
の
講
師
派
遣

　
都
道
府
県
が
主
催
す
る
市
町
村
職
員
向
け

の
説
明
会
や
研
修
会
等
に
、
講
師
と
し
て
職

員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
３
年
間

で
、
１
９
０
回
の
説
明
会
・
研
修
会
に
職
員

を
派
遣
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
９
月
末
ま

で
に
43
回
の
説
明
会
や
研
修
会
に
職
員
を
派

遣
し
て
い
ま
す
。

②　
「
森
林
経
営
管
理
リ
ー
ダ
ー
育
成
研
修
」

の
開
催

　
市
町
村
へ
の
技
術
的
助
言
・
指
導
を
行
う

こ
と
の
で
き
る
技
術
者
（
森
林
経
営
管
理
リ

ー
ダ
ー
（
通
称
））
を
養
成
す
る
た
め
、
都

道
府
県
の
地
方
機
関
や
市
町
村
支
援
組
織
の

職
員
を
対
象
と
す
る
「
森
林
経
営
管
理
リ
ー

ダ
ー
育
成
研
修
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
３
年
間
に
、
22
カ
所
で
開
催
し
て
、

計
４
５
１
名
が
参
加
し
ま
し
た
。今
年
度
は
、

全
国
８
カ
所
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

（
２
）
情
報
提
供

①　
森
林
経
営
管
理
制
度
に
係
る
取
組
事
例

集
の
作
成

　
令
和
２
年
度
か
ら
、
全
国
の
市
町
村
に
よ

る
先
進
的
な
取
組
を
整
理
し
た
「
森
林
経
営

管
理
制
度
に
係
る
取
組
事
例
集
」
を
作
成
し

て
い
ま
す
。
令
和
２
年
度
と
３
年
度
は
、
そ

れ
ぞ
れ
全
国
12
の
地
域
を
対
象
に
、
森
林
経

営
管
理
制
度
の
取
組
を
進
め
る
上
で
の
ポ
イ

ン
ト
等
を
整
理
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
令

和
２
年
度
事
例
集
の
12
市
町
を
対
象
に
、
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
進
め
て
い
ま
す
。

②　
特
例
措
置
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成

　
本
年
４
月
に
、「
所
有
者
不
明
森
林
等
の

特
例
措
置
活
用
の
た
め
の
留
意
事
項
（
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
）」
を
作
成
・
公
表
し
ま
し
た
。

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、「
所
有
者
不
明
森
林

等
の
特
例
措
置
」
の
活
用
を
進
め
る
た
め
、

活
用
に
当
た
っ
て
の
留
意
点
等
を
整
理
し
た

も
の
で
す
。
今
後
も
、
法
律
の
専
門
家
等
か

ら
助
言
を
頂
き
な
が
ら
、
内
容
の
充
実
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

③　
情
報
誌
「
シ
ュ
ー
セ
キ
！
」
の
配
信

　
今
年
度
か
ら
、
毎
月
一
回
、情
報
誌「
シ
ュ

ー
セ
キ
！
」
を
発
行
し
て
、
都
道
府
県
と
市

町
村
の
皆
様
に
、
森
林
経
営
管
理
制
度
と
森

林
環
境
譲
与
税
に
関
す
る
最
新
情
報
を
お
届

け
し
て
い
ま
す
。
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
林
野

庁
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
３
）
体
制
整
備

①　
地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
活
用
促
進

　
「
地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」は
、市
町
村
・

都
道
府
県
が
、
森
林
や
林
業
の
専
門
知
識
を

持
つ
技
術
者
を
雇
用
す
る
仕
組
み
で
、
総
務

省
か
ら
一
定
額
が
特
別
交
付
税
措
置
さ
れ
ま

す
。
林
野
庁
で
は
、
同
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
活

用
を
希
望
す
る
市
町
村
に
、
全
国
の
技
術
者

情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。本
年
９
月
に
は
、

同
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
現
状
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

②　
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
促
進

　
森
林
環
境
譲
与
税
は
、
森
林
経
営
管
理
制

度
の
取
組
を
進
め
る
際
に
も
活
用
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。
本
年
４
月
か
ら
、情
報
誌「
林

野
」
に
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
森

林
経
営
管
理
制
度
の
取
組
事
例
を
連
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
各
取
組
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
林
野

庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go
.jp/j/keikaku/keieikanri/
sinrinkeieikanriseido.htm

l

５
．
都
道
府
県
に
よ
る
市
町
村
支
援
の
取
組

　
林
野
庁
に
よ
る
取
組
に
加
え
て
、
各
都
道

府
県
も
、都
道
府
県
に
譲
与
さ
れ
る
森
林
環
境

譲
与
税
を
活
用
し
て
、市
町
村
の
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。具
体
的
に
は
、県
レ
ベ
ル

の
事
業
支
援
団
体
の
運
営
、ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

派
遣
、市
町
村
職
員
向
け
の
研
修
開
催
、森
林

情
報
の
高
度
化
等
事
業
支
援
シ
ス
テ
ム
の
整

備
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

６
．
お
わ
り
に

　
森
林
経
営
管
理
制
度
で
は
、
森
林
所
有
者

か
ら
市
町
村
に
対
し
て
、
経
営
管
理
の
委
託

を
申
し
出
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
所
有
森
林

の
経
営
管
理
で
お
困
り
の
方
は
、ま
ず
は
、森

林
が
所
在
す
る
市
町
村
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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森
林
経
営
管
理
制
度
の

普
及
に
向
け
て

森
林
経
営
管
理
制
度
の

普
及
に
向
け
て

―
令
和
３
年
度
末
実
績
と
林
野
庁
の
取
組
―

―
令
和
３
年
度
末
実
績
と
林
野
庁
の
取
組
―

森
林
集
積
推
進
室

森
林
集
積
推
進
室
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図4図5 １
．
は
じ
め
に

　
「
森
林
経
営
管
理
制
度
」
は
、
森
林
所
有

者
自
ら
で
は
森
林
の
経
営
管
理
を
行
う
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
に
、森
林
経
営
管
理
法
に

基
づ
き
、
市
町
村
が
当
該
森
林
の
経
営
管
理

の
委
託
を
受
け
る
仕
組
み
で
す
。

　
本
制
度
に
は
、
森
林
所
有
者
、
林
業
経
営

者
、
地
域
全
体
に
と
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

・　

森
林
所
有
者
は
、
市
町
村
の
関
与
に

よ
り
、
安
心
し
て
長
期
的
に
所
有
森
林
の

経
営
管
理
を
任
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・　
林
業
経
営
者
は
、
経
営
規
模
の
拡
大
や

雇
用
の
安
定
を
図
る
と
と
も
に
、
こ
れ

ま
で
整
備
で
き
な
か
っ
た
所
有
者
不
明

森
林
を
整
備
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
す
。

・　
地
域
全
体
に
と
っ
て
は
、
手
入
れ
不
足

森
林
の
有
効
活
用
に
よ
り
、
地
域
経
済

の
活
性
化
や
、災
害
リ
ス
ク
の
低
減
、地

域
住
民
の
安
心
・
安
全
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
本
制
度
は
、
平
成
31
年
４
月
に
始
ま
り
、

本
年
度
で
４
年
目
と
な
り
ま
す
。本
稿
で
は
、

令
和
３
年
度
末
に
お
け
る
市
町
村
の
取
組
実

績
を
説
明
し
た
上
で
、
林
野
庁
に
よ
る
市
町

村
支
援
の
取
組
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

２
．
森
林
経
営
管
理
制
度
の
仕
組
み

　
森
林
経
営
管
理
制
度
で
は
、ま
ず
、市
町
村

が
、経
営
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
見
ら
れ

る
森
林
を
対
象
に
、
森
林
所
有
者
の
意
向
を

確
認
す
る
調
査（
意
向
調
査
）を
実
施
し
ま
す
。

　
意
向
調
査
の
結
果
、森
林
所
有
者
か
ら「
市

町
村
へ
の
委
託
希
望
」
の
回
答
が
あ
っ
た
場

合
、市
町
村
は「
経
営
管
理
権
集
積
計
画（
集

積
計
画
）」
を
定
め
て
、
森
林
所
有
者
か
ら

森
林
の
経
営
管
理
の
委
託
を
受
け
ま
す
。

　
集
積
計
画
策
定
森
林
の
う
ち
、
林
業
経
営

に
適
し
た
森
林
は
、
市
町
村
が
「
経
営
管
理

実
施
権
配
分
計
画（
配
分
計
画
）」を
定
め
て
、

林
業
経
営
者
に
経
営
管
理
を
再
委
託
し
ま

す
。
他
方
、林
業
経
営
に
適
さ
な
い
森
林
は
、

市
町
村
が
自
ら
経
営
管
理
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、「
所
有
者
不
明
森
林
等
の
特
例
措

置
」に
よ
り
、所
有
者
の
一
部
又
は
全
部
が
不

明
な
森
林
で
あ
っ
て
も
、
一
定
の
手
続
き
に

よ
り
、
市
町
村
が
当
該
森
林
の
経
営
管
理
を

受
託
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

３
．
市
町
村
に
お
け
る
取
組
実
績

　
令
和
３
年
度
末
ま
で
に
、
私
有
林
人
工
林

が
あ
り
、制
度
の
活
用
が
必
要
な
市
町
村
（
注
）

の
約
９
割
（
１
，２
２
３
市
町
村
）
で
、
意
向

調
査
の
準
備
を
含
む
森
林
経
営
管
理
制
度
に

係
る
取
組
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
市
町
村
は
、
全
国
の
私
有
林
人
工
林
面
積

の
94
％
を
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
対

象
市
町
村
の
約
７
割（
９
７
３
市
町
村
）で
、

意
向
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
１
）。

　
取
組
段
階
別
に
み
る
と
、
意
向
調
査
は
、

令
和
３
年
度
に
約
19
万
ha
実
施
さ
れ
、
制
度

開
始
か
ら
３
年
間
の
実
施
面
積
は
約
60
万
ha

と
な
り
ま
し
た
。
回
答
率
は
約
５
割
、
市
町

村
へ
の
委
託
希
望
は
、
回
答
者
の
約
４
割
と

な
っ
て
い
ま
す
（
図
２
、
３
）。

　
集
積
計
画
は
、
２
６
２
市
町
村
の
９
，１

５
４
ha
で
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
１

５
８
市
町
村
の
２
，４
１
８
ha
で
市
町
村
自

ら
に
よ
る
森
林
整
備
が
実
施
さ
れ
ま
し
た

（
図
４
）。

　
配
分
計
画
は
、
47
市
町
村
の
１
，１
０
５

ha
で
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
14
市
町

の
１
２
２
ha
で
林
業
経
営
者
に
よ
る
森
林
整

備
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
（
図
５
）。

　
令
和
３
年
度
末
に
お
け
る
集
積
計
画
と
配

分
計
画
の
策
定
面
積
は
、
い
ず
れ
も
前
年
度

か
ら
約
３
倍
に
増
加
し
ま
し
た
。

　
「
所
有
者
不
明
森
林
等
の
特
例
」に
つ
い
て

は
、令
和
３
年
度
に
、鳥
取
県
若
桜
町
が
全
国

で
初
め
て
特
例
を
活
用
し
て
集
積
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。現
在
、京
都
府
綾
部
市
が
特
例

活
用
に
向
け
た
手
続
き
を
進
め
て
い
ま
す
。

４
．
林
野
庁
に
よ
る
市
町
村
支
援
の
取
組

　
実
際
に
森
林
経
営
管
理
制
度
を
運
用
す
る

の
は
市
町
村
で
す
が
、
市
町
村
の
森
林
・
林

業
担
当
職
員
は
必
ず
し
も
十
分
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
た
め
、
林
野
庁
で
は
、
制
度
開

始
と
同
時
に
、「
森
林
集
積
推
進
室
」
を
設
置

し
て
、市
町
村
の
取
組
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
支
援
内
容
は
、以
下
の
通
り
で
す
。

（
１
）
人
材
育
成

①
　
説
明
会
・
研
修
会
へ
の
講
師
派
遣

　
都
道
府
県
が
主
催
す
る
市
町
村
職
員
向
け

の
説
明
会
や
研
修
会
等
に
、
講
師
と
し
て
職

員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
３
年
間

で
、
１
９
０
回
の
説
明
会
・
研
修
会
に
職
員

を
派
遣
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
９
月
末
ま

で
に
43
回
の
説
明
会
や
研
修
会
に
職
員
を
派

遣
し
て
い
ま
す
。

②
　「
森
林
経
営
管
理
リ
ー
ダ
ー
育
成
研
修
」

の
開
催

　
市
町
村
へ
の
技
術
的
助
言
・
指
導
を
行
う

こ
と
の
で
き
る
技
術
者
（
森
林
経
営
管
理
リ

ー
ダ
ー
（
通
称
））
を
養
成
す
る
た
め
、
都

道
府
県
の
地
方
機
関
や
市
町
村
支
援
組
織
の

職
員
を
対
象
と
す
る
「
森
林
経
営
管
理
リ
ー

ダ
ー
育
成
研
修
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
３
年
間
に
、
22
カ
所
で
開
催
し
て
、

計
４
５
１
名
が
参
加
し
ま
し
た
。今
年
度
は
、

全
国
８
カ
所
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

（
２
）
情
報
提
供

①
　
森
林
経
営
管
理
制
度
に
係
る
取
組
事
例

集
の
作
成

　
令
和
２
年
度
か
ら
、
全
国
の
市
町
村
に
よ

る
先
進
的
な
取
組
を
整
理
し
た
「
森
林
経
営

管
理
制
度
に
係
る
取
組
事
例
集
」
を
作
成
し

て
い
ま
す
。
令
和
２
年
度
と
３
年
度
は
、
そ

れ
ぞ
れ
全
国
12
の
地
域
を
対
象
に
、
森
林
経

営
管
理
制
度
の
取
組
を
進
め
る
上
で
の
ポ
イ

ン
ト
等
を
整
理
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
令

和
２
年
度
事
例
集
の
12
市
町
を
対
象
に
、
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
進
め
て
い
ま
す
。

②
　
特
例
措
置
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成

　
本
年
４
月
に
、「
所
有
者
不
明
森
林
等
の

特
例
措
置
活
用
の
た
め
の
留
意
事
項
（
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
）」
を
作
成
・
公
表
し
ま
し
た
。

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、「
所
有
者
不
明
森
林

等
の
特
例
措
置
」
の
活
用
を
進
め
る
た
め
、

活
用
に
当
た
っ
て
の
留
意
点
等
を
整
理
し
た

も
の
で
す
。
今
後
も
、
法
律
の
専
門
家
等
か

ら
助
言
を
頂
き
な
が
ら
、
内
容
の
充
実
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

③
　
情
報
誌
「
シ
ュ
ー
セ
キ
！
」
の
配
信

　
今
年
度
か
ら
、
毎
月
一
回
、情
報
誌「
シ
ュ

ー
セ
キ
！
」
を
発
行
し
て
、
都
道
府
県
と
市

町
村
の
皆
様
に
、
森
林
経
営
管
理
制
度
と
森

林
環
境
譲
与
税
に
関
す
る
最
新
情
報
を
お
届

け
し
て
い
ま
す
。
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
林
野

庁
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
３
）
体
制
整
備

①
　
地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
活
用
促
進

　
「
地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」は
、市
町
村
・

都
道
府
県
が
、
森
林
や
林
業
の
専
門
知
識
を

持
つ
技
術
者
を
雇
用
す
る
仕
組
み
で
、
総
務

省
か
ら
一
定
額
が
特
別
交
付
税
措
置
さ
れ
ま

す
。
林
野
庁
で
は
、
同
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
活

用
を
希
望
す
る
市
町
村
に
、
全
国
の
技
術
者

情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。本
年
９
月
に
は
、

同
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
現
状
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

②
　
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
促
進

　
森
林
環
境
譲
与
税
は
、
森
林
経
営
管
理
制

度
の
取
組
を
進
め
る
際
に
も
活
用
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。
本
年
４
月
か
ら
、情
報
誌「
林

野
」
に
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
森

林
経
営
管
理
制
度
の
取
組
事
例
を
連
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
各
取
組
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
林
野

庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go
.jp/j/keikaku/keieikanri/
sinrinkeieikanriseido.htm

l

５
．
都
道
府
県
に
よ
る
市
町
村
支
援
の
取
組

　
林
野
庁
に
よ
る
取
組
に
加
え
て
、
各
都
道

府
県
も
、都
道
府
県
に
譲
与
さ
れ
る
森
林
環
境

譲
与
税
を
活
用
し
て
、市
町
村
の
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。具
体
的
に
は
、県
レ
ベ
ル

の
事
業
支
援
団
体
の
運
営
、ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

派
遣
、市
町
村
職
員
向
け
の
研
修
開
催
、森
林

情
報
の
高
度
化
等
事
業
支
援
シ
ス
テ
ム
の
整

備
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

６
．
お
わ
り
に

　
森
林
経
営
管
理
制
度
で
は
、
森
林
所
有
者

か
ら
市
町
村
に
対
し
て
、
経
営
管
理
の
委
託

を
申
し
出
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
所
有
森
林

の
経
営
管
理
で
お
困
り
の
方
は
、ま
ず
は
、森

林
が
所
在
す
る
市
町
村
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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森次長スピーチの様子

会合の様子

８
月
24
日
に
、
タ
イ
北
部
の
都
市
チ
ェ

ン
マ
イ
で
開
催
さ
れ
た
第
５
回
Ａ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
林
業
担
当
大
臣
会
合
に
、
林
野
庁
の
森

次
長
が
出
席
し
ま
し
た
。そ
の
会
合
の
概

要
を
報
告
し
ま
す
。

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
は
、ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

の
21
の
国
と
地
域（
エ
コ
ノ
ミ
ー
）が
参

加
す
る
経
済
協
力
の
枠
組
み
で
す
。「
Ａ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
林
業
担
当
大
臣
会
合
」は
、ア
ジ

ア
・
太
平
洋
地
域
の
持
続
可
能
な
森
林

経
営
の
達
成
に
向
け
て
、森
林
・
林
業
政

策
に
つ
い
て
情
報
共
有
や
意
見
交
換
を

行
う
目
的
で
開
催
さ
れ
る
閣
僚
級
会
合

で
す
。会
合
で
発
出
さ
れ
る
閣
僚
声
明

は
、Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
に
お
け
る
取
組
を
世
界

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、そ
の
後

の
専
門
家
会
合
の
指
針
と
な
り
ま
す
。

　

第
５
回
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
林
業
担
当
大
臣
会

合
は
、「
あ
ら
ゆ
る
面
で
の
バ
ラ
ン
ス
：
森

林
資
源
の
管
理
と
合
法
的
に
収
穫
さ
れ

た
林
産
物
の
取
引
を
通
じ
た
持
続
可
能

性
」を
全
体
テ
ー
マ
と
し
て
、次
の
２
つ

の
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

林
産
物
の
管
理
を
通
じ
た
持
続
可
能
性

合
法
的
に
収
穫
さ
れ
た
林
産
物
の
取
引

2

第５回 APEC
林業担当大臣会合

　

会
合
は
主
催
者
で
あ
る
タ
イ
天
然
資

源
・
環
境
大
臣
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、ゲ

ス
ト
と
し
て
招
か
れ
た
国
際
機
関
に
よ

る
基
調
講
演
が
行
わ
れ
た
の
ち
、各
国
・

地
域
の
参
加
者
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
ス
ピ
ー

チ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。我
が
国
は
、主
催

国
で
あ
る
タ
イ
の
指
名
に
よ
り
、セ
ッ

シ
ョ
ン
１
の
最
初
に
ス
ピ
ー
チ
を
行
い

ま
し
た
。

　

林
野
庁
の
森
次
長
の
ス
ピ
ー
チ
で

は
、ま
ず
地
域
の
平
和
と
安
定
の
重
要

性
に
つ
い
て
強
調
し
た
後
、持
続
可
能

な
森
林
経
営
の
重
要
性
や
、持
続
可
能

な
木
材
の
利
用
の
促
進
に
向
け
た
国
内

の
取
組
や
関
連
す
る
国
際
協
力
、再
生

可
能
な
資
源
で
あ
る
木
材
の
循
環
的
な

利
用
は
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
貢
献
す

る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
訴
え
ま
し
た
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
１

セ
ッ
シ
ョ
ン
２

（
１
）森
林
被
覆
目
標
の
達
成

　
会
合
で
は
、2
0
0
7
年
の
シ
ド
ニ
ー
Ａ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
首
脳
宣
言
で
定
め
ら
れ
た
、森
林
被

覆
目
標
の
達
成
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。Ａ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
地
域
の
森
林
被
覆
が
2
0
0
7
年
か

ら
2
0
2
0
年
の
間
に
2
，7
9
0
万
ヘ
ク

タ
ー
ル
増
加
し
、2
0
2
0
年
ま
で
に
2
，

0
0
0
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
増
加
と
い
う
当
初

の
目
標
を
超
え
た
成
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

（
２
）各
種
課
題
へ
の
取
組

　
会
合
の
中
で
以
下
の
課
題
が
取
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

●　
持
続
可
能
な
森
林
経
営
、森
林
保
全

　
及
び
森
林
再
生
に
関
連
す
る
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

の
既
存
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
実
施
を

　
再
確
認
す
る
。

●　
森
林
被
覆
の
維
持
、森
林
損
失
の
抑
止

　
と
好
転
、森
林
の
回
復
と
持
続
可
能
な
管

　
理・経
営
、都
市
部
及
び
郊
外
に
お
け
る

　
森
林
や
緑
地
の
増
加
、女
性
や
子
供
な
ど

　
社
会
的
に
弱
い
立
場
の
人
々
の
生
活
向

　
上
に
向
け
た
努
力
を
強
化
す
る
。

●　
効
果
的
な
政
策
の
実
施
、情
報
や
優
良

　
事
例
の
共
有
な
ど
に
よ
り
、違
法
伐
採
対

　
策
の
た
め
の
協
力
関
係
を
強
化
す
る
。

●　
合
法
的
な
木
材
取
引
を
促
進
し
、持
続

　
可
能
な
森
林
経
営
か
ら
生
産
さ
れ
た
木

　
材
・
木
材
製
品
の
利
用
を
促
進
す
る
た

　
め
、国
際
機
関
や
民
間
セ
ク
タ
ー
を
含
む

　
関
係
者
と
の
協
力
を
強
化
す
る
。

●　
持
続
可
能
な
森
林
経
営
と
合
法
的
な

　
木
材
の
取
引
に
つ
い
て
、科
学
的
知
識
の

　
交
流
を
促
進
し
強
化
す
る
。

●　
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
後
の
経
済
回
復
に
、森

林
と
持
続
可
能
な
森
林
経
営
を
含
め
る
。

●　
国
際
的
な
森
林
に
関
連
す
る
協
定
や

　
宣
言
、関
連
す
る
条
約
に
貢
献
す
る
。

●　
気
候
変
動
へ
の
効
果
的
な
対
処
、気
候

　
変
動
の
緩
和
、適
応
、回
復
を
支
援
す
る
。

●　
議
長
国
タ
イ
の
提
唱
す
る
経
済
モ
デ

　
ル
な
ど
、よ
り
全
体
的
で
相
乗
効
果
の
あ

　
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
、森
林
分
野
、特
に
持

　
続
可
能
な
森
林
経
営
に
適
用
す
る
。

　
会
合
終
了
後
は
現
地
視
察
が
行
わ
れ
、高

級
材
で
あ
る
チ
ー
ク
の
人
工
林
育
成
の
現

場
や
、王
立
植
物
園
な
ど
を
訪
問
し
ま
し

た
。タ
イ
王
室
森
林
局
職
員
か
ら
林
業
施
策

や
現
地
の
管
理
者
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、

様
々
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
他
の

参
加
者
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、会
合
の
合
間
に
、タ
イ
、ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
及
び
台
湾
の
関
係
者
と
バ
イ
会

談
を
行
い
、カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実

現
に
向
け
た
森
林
政
策
や
今
後
の
協
力
等

に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
会
合
の
成
果
物
は
、従
来
の
閣
僚

声
明
で
は
な
く
議
長
声
明
の
発
出
と
な
り

ま
し
た
。Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
は
、ア
ジ
ア
や
オ
セ
ア

ニ
ア
の
ほ
か
、ロ
シ
ア
、カ
ナ
ダ
、米
国
や
中

南
米
の
国
ま
で
幅
広
く
参
加
し
て
い
る
こ

と
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。今
回
の
会
合
で

は
、国
際
情
勢
の
緊
迫
化
が
影
響
し
た
た
め

か
、参
加
者
間
で
の
意
見
対
立
が
顕
在
化

し
、そ
の
た
め
に
閣
僚
声
明
に
向
け
た
調
整

が
難
航
し
て
、最
終
的
に
は
合
意
に
至
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
閣
僚
声
明
と
い
う
形
に
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、議
長
声
明
で
は
、持
続
可
能
な

森
林
経
営
に
加
え
て
、我
が
国
が
主
張
し
た

「
持
続
可
能
な
木
材
利
用
」が
言
及
さ
れ
ま

し
た
。こ
の
成
果
を
今
後
の
専
門
家
会
合
の

議
論
で
発
展
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
、今
後
も
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
来
年
は
日
本
が
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
の
議
長

国
を
務
め
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。今
回

の
会
合
と
同
様
に
、Ｇ
７
で
開
催
さ
れ
る
森

林・林
業
関
係
の
会
合
に
お
い
て
も
、森
林

の
重
要
性
や
、木
材
の
持
続
可
能
な
生
産
と

利
用
を
通
じ
た
脱
炭
素
社
会
へ
の
貢
献
に

つ
い
て
主
張
し
て
ま
い
り
ま
す
。

1
A
P
E
C
林
業
担
当
大
臣
会
合

2
議
題
と
我
が
国
の
取
組

3
会
合
の
概
要



タイとのバイ会談

チーク材土場

８
月
24
日
に
、
タ
イ
北
部
の
都
市
チ
ェ

ン
マ
イ
で
開
催
さ
れ
た
第
５
回
Ａ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
林
業
担
当
大
臣
会
合
に
、
林
野
庁
の
森

次
長
が
出
席
し
ま
し
た
。そ
の
会
合
の
概

要
を
報
告
し
ま
す
。

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
は
、ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

の
21
の
国
と
地
域（
エ
コ
ノ
ミ
ー
）が
参

加
す
る
経
済
協
力
の
枠
組
み
で
す
。「
Ａ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
林
業
担
当
大
臣
会
合
」は
、ア
ジ

ア
・
太
平
洋
地
域
の
持
続
可
能
な
森
林

経
営
の
達
成
に
向
け
て
、森
林
・
林
業
政

策
に
つ
い
て
情
報
共
有
や
意
見
交
換
を

行
う
目
的
で
開
催
さ
れ
る
閣
僚
級
会
合

で
す
。会
合
で
発
出
さ
れ
る
閣
僚
声
明

は
、Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
に
お
け
る
取
組
を
世
界

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、そ
の
後

の
専
門
家
会
合
の
指
針
と
な
り
ま
す
。

　

第
５
回
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
林
業
担
当
大
臣
会

合
は
、「
あ
ら
ゆ
る
面
で
の
バ
ラ
ン
ス
：
森

林
資
源
の
管
理
と
合
法
的
に
収
穫
さ
れ

た
林
産
物
の
取
引
を
通
じ
た
持
続
可
能

性
」を
全
体
テ
ー
マ
と
し
て
、次
の
２
つ

の
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

林
産
物
の
管
理
を
通
じ
た
持
続
可
能
性

合
法
的
に
収
穫
さ
れ
た
林
産
物
の
取
引

　

会
合
は
主
催
者
で
あ
る
タ
イ
天
然
資

源
・
環
境
大
臣
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、ゲ

ス
ト
と
し
て
招
か
れ
た
国
際
機
関
に
よ

る
基
調
講
演
が
行
わ
れ
た
の
ち
、各
国
・

地
域
の
参
加
者
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
ス
ピ
ー

チ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。我
が
国
は
、主
催

国
で
あ
る
タ
イ
の
指
名
に
よ
り
、セ
ッ

シ
ョ
ン
１
の
最
初
に
ス
ピ
ー
チ
を
行
い

ま
し
た
。

　

林
野
庁
の
森
次
長
の
ス
ピ
ー
チ
で

は
、ま
ず
地
域
の
平
和
と
安
定
の
重
要

性
に
つ
い
て
強
調
し
た
後
、持
続
可
能

な
森
林
経
営
の
重
要
性
や
、持
続
可
能

な
木
材
の
利
用
の
促
進
に
向
け
た
国
内

の
取
組
や
関
連
す
る
国
際
協
力
、再
生

可
能
な
資
源
で
あ
る
木
材
の
循
環
的
な

利
用
は
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
貢
献
す

る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
訴
え
ま
し
た
。

（
１
）森
林
被
覆
目
標
の
達
成

　
会
合
で
は
、2
0
0
7
年
の
シ
ド
ニ
ー
Ａ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
首
脳
宣
言
で
定
め
ら
れ
た
、森
林
被

覆
目
標
の
達
成
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。Ａ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
地
域
の
森
林
被
覆
が
2
0
0
7
年
か

ら
2
0
2
0
年
の
間
に
2
，7
9
0
万
ヘ
ク

タ
ー
ル
増
加
し
、2
0
2
0
年
ま
で
に
2
，

0
0
0
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
増
加
と
い
う
当
初

の
目
標
を
超
え
た
成
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

（
２
）各
種
課
題
へ
の
取
組

　
会
合
の
中
で
以
下
の
課
題
が
取
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

●　
持
続
可
能
な
森
林
経
営
、森
林
保
全

　
及
び
森
林
再
生
に
関
連
す
る
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

の
既
存
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
実
施
を

　
再
確
認
す
る
。

●　
森
林
被
覆
の
維
持
、森
林
損
失
の
抑
止

　
と
好
転
、森
林
の
回
復
と
持
続
可
能
な
管

　
理・経
営
、都
市
部
及
び
郊
外
に
お
け
る

　
森
林
や
緑
地
の
増
加
、女
性
や
子
供
な
ど

　
社
会
的
に
弱
い
立
場
の
人
々
の
生
活
向

　
上
に
向
け
た
努
力
を
強
化
す
る
。

●　
効
果
的
な
政
策
の
実
施
、情
報
や
優
良

　
事
例
の
共
有
な
ど
に
よ
り
、違
法
伐
採
対

　
策
の
た
め
の
協
力
関
係
を
強
化
す
る
。

●　
合
法
的
な
木
材
取
引
を
促
進
し
、持
続

　
可
能
な
森
林
経
営
か
ら
生
産
さ
れ
た
木

　
材
・
木
材
製
品
の
利
用
を
促
進
す
る
た

　
め
、国
際
機
関
や
民
間
セ
ク
タ
ー
を
含
む

　
関
係
者
と
の
協
力
を
強
化
す
る
。

●　
持
続
可
能
な
森
林
経
営
と
合
法
的
な

　
木
材
の
取
引
に
つ
い
て
、科
学
的
知
識
の

　
交
流
を
促
進
し
強
化
す
る
。

●　
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
後
の
経
済
回
復
に
、森

林
と
持
続
可
能
な
森
林
経
営
を
含
め
る
。

●　
国
際
的
な
森
林
に
関
連
す
る
協
定
や

　
宣
言
、関
連
す
る
条
約
に
貢
献
す
る
。

●　
気
候
変
動
へ
の
効
果
的
な
対
処
、気
候

　
変
動
の
緩
和
、適
応
、回
復
を
支
援
す
る
。

●　
議
長
国
タ
イ
の
提
唱
す
る
経
済
モ
デ

　
ル
な
ど
、よ
り
全
体
的
で
相
乗
効
果
の
あ

　
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
、森
林
分
野
、特
に
持

　
続
可
能
な
森
林
経
営
に
適
用
す
る
。

　
会
合
終
了
後
は
現
地
視
察
が
行
わ
れ
、高

級
材
で
あ
る
チ
ー
ク
の
人
工
林
育
成
の
現

場
や
、王
立
植
物
園
な
ど
を
訪
問
し
ま
し

た
。タ
イ
王
室
森
林
局
職
員
か
ら
林
業
施
策

や
現
地
の
管
理
者
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、

様
々
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
他
の

参
加
者
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、会
合
の
合
間
に
、タ
イ
、ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
及
び
台
湾
の
関
係
者
と
バ
イ
会

談
を
行
い
、カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実

現
に
向
け
た
森
林
政
策
や
今
後
の
協
力
等

に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
会
合
の
成
果
物
は
、従
来
の
閣
僚

声
明
で
は
な
く
議
長
声
明
の
発
出
と
な
り

ま
し
た
。Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
は
、ア
ジ
ア
や
オ
セ
ア

ニ
ア
の
ほ
か
、ロ
シ
ア
、カ
ナ
ダ
、米
国
や
中

南
米
の
国
ま
で
幅
広
く
参
加
し
て
い
る
こ

と
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。今
回
の
会
合
で

は
、国
際
情
勢
の
緊
迫
化
が
影
響
し
た
た
め

か
、参
加
者
間
で
の
意
見
対
立
が
顕
在
化

し
、そ
の
た
め
に
閣
僚
声
明
に
向
け
た
調
整

が
難
航
し
て
、最
終
的
に
は
合
意
に
至
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
閣
僚
声
明
と
い
う
形
に
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、議
長
声
明
で
は
、持
続
可
能
な

森
林
経
営
に
加
え
て
、我
が
国
が
主
張
し
た

「
持
続
可
能
な
木
材
利
用
」が
言
及
さ
れ
ま

し
た
。こ
の
成
果
を
今
後
の
専
門
家
会
合
の

議
論
で
発
展
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
、今
後
も
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
来
年
は
日
本
が
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
の
議
長

国
を
務
め
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。今
回

の
会
合
と
同
様
に
、Ｇ
７
で
開
催
さ
れ
る
森

林・林
業
関
係
の
会
合
に
お
い
て
も
、森
林

の
重
要
性
や
、木
材
の
持
続
可
能
な
生
産
と

利
用
を
通
じ
た
脱
炭
素
社
会
へ
の
貢
献
に

つ
い
て
主
張
し
て
ま
い
り
ま
す
。

4
現
地
視
察

APECとはAPECとはAPECとはAPECとは
　アジア太平洋地域の次の21エコノミーが参加する経済協力の枠組みです。

　アジア太平洋地域の持続可能な成長と繁栄に向けて、貿易・投資の自由化・
円滑化や地域経済統合の推進、経済・技術協力等の活動を実施しています。
　APECの取組は、自主的、非拘束的、かつコンセンサスに基づく協力が特徴
となっています。

豪州、ブルネイ、カナダ、チリ、中国、香港、インドネシア、日本、韓国、マレ
ーシア、メキシコ、ニュージーランド、パプアニューギニア、ペルー、フィリ
ピン、ロシア、シンガポール、台湾、タイ、米国、ベトナム

5
会
合
の
成
果

（Asia Pacific Economic Cooperation）



東
京
都
江
戸
川
区

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
取
組

     

〜
地
球
を
潤
す
森
林
環
境
保
全
へ
の
プ
ロ
セ
ス
〜

小
中
学
校
の
木
質
化
に
よ
る
木
に
親
し
む
機
会
の
創
出

Vol.

8

③
小
岩
第
二
中
学
校

　
（
令
和
３
年
度
事
業
、
森
林
環
境
譲
与

　

  

税
充
当
額
：
1
2
，
0
0
0
千
円
）

小
岩
第
二
中
学
校
で
は
、
生
徒
が
木
に

包
ま
れ
た
環
境
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
多
摩
産
材
を
使
用
し
て
、
校
舎
中
心

に
あ
る
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
し
ま
し

た
。
ま
た
、
学
校
図
書
館
や
近
く
の
学
習

ス
ペ
ー
ス
に
は
、
国
産
材
の
ほ
か
、
改
築

時
に
伐
根
し
た
既
存
樹
を
加
工
し
て
家
具

の
一
部
と
し
て
利
用
す
る
な
ど
、
S
D
G

s
へ
の
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
の
他
、

昇
降
口
の
壁
材
等
等
に
国
産
材
を
使
用
し

ま
し
た
。

床
と
天
井
の
一
面
を
木
質
化
し
た
多
目

的
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
生
徒
た
ち
が
自
然
に

集
ま
れ
る
空
間
が
で
き
た
こ
と
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
活
発
に
な
り
、
学
級
・

学
年
で
の
一
体
感
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

シリーズ
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１　
江
戸
川
区
の
概
要

江
戸
川
区
は
、
東
京
都
の
東
部
に
位
置

し
、
人
口
約
69
万
人
、
面
積
は
４
，
９
０

９
ha
の
自
治
体
で
す
。

区
域
内
に
森
林
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
本

区
で
は
、
昭
和
45
年
よ
り
「
ゆ
た
か
な
心

地
に
み
ど
り
」
を
合
言
葉
に
区
内
の
緑
化

運
動
を
進
め
、
令
和
３
年
に
は
区
民
一
人

あ
た
り
の
樹
木
数
が
10
本
を
超
え
６
９
０

万
本
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
公
園
面
積

も
特
別
区
の
中
で
ト
ッ
プ
の
３
６
６
ha
で

あ
り
、
都
内
で
最
も
緑
化
が
進
ん
で
い
る

区
の
ひ
と
つ
で
す
。　

⑵ 

活
用
事
例

本
区
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
森
林
環

境
譲
与
税
を
活
用
し
て
整
備
し
た
小
中
学

校
４
校
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

②
小
岩
小
学
校

　
（
令
和
３
年
度
事
業
、
森
林
環
境
譲
与

　

  

税
充
当
額
：
2
9
，
1
7
2
千
円
）

小
岩
小
学
校
で
は
、
児
童
が
木
の
温
も

り
を
感
じ
な
が
ら
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ

う
、
鶴
岡
市
産
材
を
使
用
し
て
、
校
舎
の

顔
と
な
る
大
階
段
「
こ
い
わ
ス
テ
ッ
プ
」

を
整
備
し
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
図
書
館

で
は
、
壁
や
天
井
だ
け
で
な
く
、
書
架
に

も
国
産
材
を
使
い
、
児
童
が
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
読
書
が
で
き
る
空
間
を
つ
く
り
ま
し

た
。
そ
の
他
、
昇
降
口
の
天
井
材
や
オ

ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
等
に
国
産
材
を
使
用

し
ま
し
た
。

大
階
段
「
こ
い
わ
ス
テ
ッ
プ
」
は
、
屋

上
か
ら
の
光
が
木
質
化
さ
れ
た
階
段
を
温

か
く
照
ら
し
、
居
心
地
の
よ
い
空
間
と
な

っ
た
こ
と
で
、
児
童
た
ち
が
自
然
と
集
ま

る
場
と
な
り
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

①
瑞
江
第
三
中
学
校

　
（
令
和
２
年
度
事
業
、
森
林
環
境
譲
与

　

  

税
充
当
額
：
5
5
，
2
9
0
千
円
）

瑞
江
第
三
中
学
校
で
は
、
木
材
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
っ
て
、
学
校
図
書
館
の
内
装
を

木
質
化
し
ま
し
た
。天
井
に
は
多
摩
産
材
、

壁
に
は
鶴
岡
市
産
材
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
の
一
部
に
は
安
曇
野
市
産
材
を
使
用
す

る
な
ど
、
様
々
な
地
域
産
材
の
調
達
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
他
、
昇
降
口
の
天
井
材

等
に
国
産
材
を
使
用
し
ま
し
た
。

木
材
を
使
用
し
た
空
間
は
明
る
く
温
か

み
が
あ
り
、
学
校
図
書
館
の
部
屋
全
体
に

木
材
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
自
然
と
生
徒

た
ち
が
学
校
図
書
館
に
集
ま
り
、
読
書
へ

の
興
味
が
醸
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑶
課
題

今
後
、
国
産
材
の
活
用
を
さ
ら
に
進
め

る
上
で
の
課
題
と
し
て
は
、
ウ
ッ
ド
シ
ョ

ッ
ク
に
よ
る
木
材
価
格
の
上
昇
や
、
そ
れ

に
伴
う
国
産
材
の
需
要
増
に
よ
り
、
地
域

産
材
の
確
保
が
困
難
な
場
合
が
あ
る
と
い

う
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
緻

密
な
積
算
や
適
切
な
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
作
成
に
よ
り
、
工
事
に
使
用
す
る
木
材

を
事
前
に
確
保
す
る
、
場
合
に
よ
っ
て

は
積
算
や
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
柔
軟

性
を
持
た
せ
る
な
ど
の
対
策
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

３　
最
後
に

本
区
で
は
、
今
後
も
、
学
校
改
築
を
進

め
て
い
く
中
で
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活

用
し
て
、
内
装
の
木
質
化
を
推
進
し
て
い

く
方
針
で
す
が
こ
の
よ
う
な
木
材
利
用
の

取
組
を
通
じ
て
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
や

低
炭
素
社
会
の
実
現
、
循
環
型
社
会
の
形

成
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
事
業
が
進
め
ら
れ
る
の
は
、
全
国
の

林
業
従
事
者
を
は
じ
め
、
森
林
環
境
の
保

全
に
携
わ
る
関
係
各
位
の
ご
尽
力
あ
っ
て

の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝

を
お
伝
え
す
る
と
と
も
に
、
本
事
業
へ
更

な
る
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　

瑞江三中・学校図書館

④
小
松
川
中
学
校

　
（
令
和
３
年
度
事
業
、
森
林
環
境
譲
与

　

  

税
充
当
額
：
1
5
，
0
0
0
千
円
）

小
松
川
中
学
校
で
は
、
多
摩
産
材
を

使
用
し
て
生
徒
が
集
中
し
て
勉
強
で
き

る
個
別
学
習
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
し
ま
し

た
。
ま
た
、
各
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
に
も

多
摩
産
材
を
使
用
し
、
落
ち
着
い
た
生
活

空
間
を
つ
く
り
ま
し
た
。
そ
の
他
、
昇
降

口
、
学
校
図
書
館
等
に
国
産
材
を
使
用
し

ま
し
た
。

木
質
化
さ
れ
た
個
別
学
習
ス
ペ
ー
ス
で

は
、
木
材
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
に
よ
り
集

中
力
が
高
ま
り
、
教
育
環
境
の
向
上
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

改築校の概要
学校名 瑞江第三中学校 小岩小学校 小岩第二中学校 小松川中学校

学校名 瑞江第三中学校 小岩小学校 小岩第二中学校 小松川中学校

校舎竣工 令和３年３月 令和４年３月 令和４年３月 令和４年８月

敷地面積 12,328 ㎡ 9,956㎡ 12,618 ㎡ 12,364 ㎡

延床面積 9,345㎡ 8,586㎡ 9,473 ㎡ 11,137㎡

木材使用量 １５４㎥ ８３㎥ ７７㎥ １３５㎥

（うち国産材） ８１㎥ ６７㎥ ２３㎥ １０㎥

２　
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し

　
た
取
組

⑴ 
活
用
方
針

本
区
で
は
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
区

立
小
中
学
校
の
改
築
を
順
次
実
施
し
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
、
令
和
２
年
に
策
定
し

た
「
江
戸
川
区
公
共
建
築
物
等
に
お
け
る

木
材
利
用
推
進
方
針
」
等
に
基
づ
き
、
改

築
校
の
内
装
の
木
質
化
を
積
極
的
に
進
め

て
い
ま
す
。
木
質
化
に
あ
た
っ
て
は
国
産

材
を
優
先
的
に
使
用
し
、特
に
友
好
都
市
、

交
流
都
市
及
び
東
京
都
産
材
の
利
用
に
努

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
、
山
形
県
鶴

岡
市
産
材
、
長
野
県
安
曇
野
市
産
材
、
茨

城
県
城
里
町
産
材
、「
東
京
の
木
」
で
あ

る
多
摩
産
材
の
利
用
実
績
が
あ
り
、
こ
れ

ら
の
地
域
の
森
林
整
備
の
促
進
に
も
寄
与

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
事
業
の
推
進
に
あ

た
っ
て
は
森
林
環
境
譲
与
税
（
令
和
３
年

度
譲
与
額
：
５
６
，
１
７
２
千
円
）
を
活

用
し
て
い
ま
す
。

江戸川区

東京２３区



③
小
岩
第
二
中
学
校

　
（
令
和
３
年
度
事
業
、
森
林
環
境
譲
与

　

  

税
充
当
額
：
1
2
，
0
0
0
千
円
）

小
岩
第
二
中
学
校
で
は
、
生
徒
が
木
に

包
ま
れ
た
環
境
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
多
摩
産
材
を
使
用
し
て
、
校
舎
中
心

に
あ
る
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
し
ま
し

た
。
ま
た
、
学
校
図
書
館
や
近
く
の
学
習

ス
ペ
ー
ス
に
は
、
国
産
材
の
ほ
か
、
改
築

時
に
伐
根
し
た
既
存
樹
を
加
工
し
て
家
具

の
一
部
と
し
て
利
用
す
る
な
ど
、
S
D
G

s
へ
の
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
の
他
、

昇
降
口
の
壁
材
等
等
に
国
産
材
を
使
用
し

ま
し
た
。

床
と
天
井
の
一
面
を
木
質
化
し
た
多
目

的
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
生
徒
た
ち
が
自
然
に

集
ま
れ
る
空
間
が
で
き
た
こ
と
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
活
発
に
な
り
、
学
級
・

学
年
で
の
一
体
感
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
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１　
江
戸
川
区
の
概
要

江
戸
川
区
は
、
東
京
都
の
東
部
に
位
置

し
、
人
口
約
69
万
人
、
面
積
は
４
，
９
０

９
ha
の
自
治
体
で
す
。

区
域
内
に
森
林
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
本

区
で
は
、
昭
和
45
年
よ
り
「
ゆ
た
か
な
心

地
に
み
ど
り
」
を
合
言
葉
に
区
内
の
緑
化

運
動
を
進
め
、
令
和
３
年
に
は
区
民
一
人

あ
た
り
の
樹
木
数
が
10
本
を
超
え
６
９
０

万
本
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
公
園
面
積

も
特
別
区
の
中
で
ト
ッ
プ
の
３
６
６
ha
で

あ
り
、
都
内
で
最
も
緑
化
が
進
ん
で
い
る

区
の
ひ
と
つ
で
す
。　

⑵ 

活
用
事
例

本
区
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
森
林
環

境
譲
与
税
を
活
用
し
て
整
備
し
た
小
中
学

校
４
校
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

②
小
岩
小
学
校

　
（
令
和
３
年
度
事
業
、
森
林
環
境
譲
与

　

  
税
充
当
額
：
2
9
，
1
7
2
千
円
）

小
岩
小
学
校
で
は
、
児
童
が
木
の
温
も

り
を
感
じ
な
が
ら
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ

う
、
鶴
岡
市
産
材
を
使
用
し
て
、
校
舎
の

顔
と
な
る
大
階
段
「
こ
い
わ
ス
テ
ッ
プ
」

を
整
備
し
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
図
書
館

で
は
、
壁
や
天
井
だ
け
で
な
く
、
書
架
に

も
国
産
材
を
使
い
、
児
童
が
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
読
書
が
で
き
る
空
間
を
つ
く
り
ま
し

た
。
そ
の
他
、
昇
降
口
の
天
井
材
や
オ

ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
等
に
国
産
材
を
使
用

し
ま
し
た
。

大
階
段
「
こ
い
わ
ス
テ
ッ
プ
」
は
、
屋

上
か
ら
の
光
が
木
質
化
さ
れ
た
階
段
を
温

か
く
照
ら
し
、
居
心
地
の
よ
い
空
間
と
な

っ
た
こ
と
で
、
児
童
た
ち
が
自
然
と
集
ま

る
場
と
な
り
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

①
瑞
江
第
三
中
学
校

　
（
令
和
２
年
度
事
業
、
森
林
環
境
譲
与

　

  

税
充
当
額
：
5
5
，
2
9
0
千
円
）

瑞
江
第
三
中
学
校
で
は
、
木
材
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
っ
て
、
学
校
図
書
館
の
内
装
を

木
質
化
し
ま
し
た
。天
井
に
は
多
摩
産
材
、

壁
に
は
鶴
岡
市
産
材
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
の
一
部
に
は
安
曇
野
市
産
材
を
使
用
す

る
な
ど
、
様
々
な
地
域
産
材
の
調
達
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
他
、
昇
降
口
の
天
井
材

等
に
国
産
材
を
使
用
し
ま
し
た
。

木
材
を
使
用
し
た
空
間
は
明
る
く
温
か

み
が
あ
り
、
学
校
図
書
館
の
部
屋
全
体
に

木
材
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
自
然
と
生
徒

た
ち
が
学
校
図
書
館
に
集
ま
り
、
読
書
へ

の
興
味
が
醸
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

小岩小・大階段(こいわステップ)

小岩二中・オープンスペース

⑶
課
題

今
後
、
国
産
材
の
活
用
を
さ
ら
に
進
め

る
上
で
の
課
題
と
し
て
は
、
ウ
ッ
ド
シ
ョ

ッ
ク
に
よ
る
木
材
価
格
の
上
昇
や
、
そ
れ

に
伴
う
国
産
材
の
需
要
増
に
よ
り
、
地
域

産
材
の
確
保
が
困
難
な
場
合
が
あ
る
と
い

う
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
緻

密
な
積
算
や
適
切
な
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
作
成
に
よ
り
、
工
事
に
使
用
す
る
木
材

を
事
前
に
確
保
す
る
、
場
合
に
よ
っ
て

は
積
算
や
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
柔
軟

性
を
持
た
せ
る
な
ど
の
対
策
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

３　
最
後
に

本
区
で
は
、
今
後
も
、
学
校
改
築
を
進

め
て
い
く
中
で
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活

用
し
て
、
内
装
の
木
質
化
を
推
進
し
て
い

く
方
針
で
す
が
こ
の
よ
う
な
木
材
利
用
の

取
組
を
通
じ
て
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
や

低
炭
素
社
会
の
実
現
、
循
環
型
社
会
の
形

成
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
事
業
が
進
め
ら
れ
る
の
は
、
全
国
の

林
業
従
事
者
を
は
じ
め
、
森
林
環
境
の
保

全
に
携
わ
る
関
係
各
位
の
ご
尽
力
あ
っ
て

の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝

を
お
伝
え
す
る
と
と
も
に
、
本
事
業
へ
更

な
る
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　

小松川中・学校図書館

小松川中・個別学習スペース

小松川中・オープンスペース

④
小
松
川
中
学
校

　
（
令
和
３
年
度
事
業
、
森
林
環
境
譲
与

　

  

税
充
当
額
：
1
5
，
0
0
0
千
円
）

小
松
川
中
学
校
で
は
、
多
摩
産
材
を

使
用
し
て
生
徒
が
集
中
し
て
勉
強
で
き

る
個
別
学
習
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
し
ま
し

た
。
ま
た
、
各
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
に
も

多
摩
産
材
を
使
用
し
、
落
ち
着
い
た
生
活

空
間
を
つ
く
り
ま
し
た
。
そ
の
他
、
昇
降

口
、
学
校
図
書
館
等
に
国
産
材
を
使
用
し

ま
し
た
。

木
質
化
さ
れ
た
個
別
学
習
ス
ペ
ー
ス
で

は
、
木
材
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
に
よ
り
集

中
力
が
高
ま
り
、
教
育
環
境
の
向
上
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

２　
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し

　
た
取
組

⑴ 

活
用
方
針

本
区
で
は
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
区

立
小
中
学
校
の
改
築
を
順
次
実
施
し
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
、
令
和
２
年
に
策
定
し

た
「
江
戸
川
区
公
共
建
築
物
等
に
お
け
る

木
材
利
用
推
進
方
針
」
等
に
基
づ
き
、
改

築
校
の
内
装
の
木
質
化
を
積
極
的
に
進
め

て
い
ま
す
。
木
質
化
に
あ
た
っ
て
は
国
産

材
を
優
先
的
に
使
用
し
、特
に
友
好
都
市
、

交
流
都
市
及
び
東
京
都
産
材
の
利
用
に
努

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
、
山
形
県
鶴

岡
市
産
材
、
長
野
県
安
曇
野
市
産
材
、
茨

城
県
城
里
町
産
材
、「
東
京
の
木
」
で
あ

る
多
摩
産
材
の
利
用
実
績
が
あ
り
、
こ
れ

ら
の
地
域
の
森
林
整
備
の
促
進
に
も
寄
与

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
事
業
の
推
進
に
あ

た
っ
て
は
森
林
環
境
譲
与
税
（
令
和
３
年

度
譲
与
額
：
５
６
，
１
７
２
千
円
）
を
活

用
し
て
い
ま
す
。



本
語
で
働
い
て
い
た
と
き
と
は
異
な
る
と

感
じ
る
と
き
が
あ
り
ま
す
。
2
0
2
0
年

末
の
着
任
後
し
ば
ら
く
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
の
た
め
国
内
の
移
動
や
オ

フ
ィ
ス
へ
の
出
勤
の
制
限
が
続
き
、
部
署

内
で
も
直
接
顔
を
合
わ
せ
た
こ
と
の
な
い

同
僚
も
い
る
な
ど
、
勝
手
が
つ
か
め
ず
戸

惑
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
オ
フ
ィ
ス
に

人
が
戻
り
つ
つ
あ
る
現
在
、
直
接
話
せ
る

こ
と
の
有
難
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

  

2
　
F
A
O
で
の
林
業
関
係
の
会
合

F
A
O
で
の
森
林
・
林
業
に
関
す
る
最

近
の
大
き
な
話
題
と
し
て
、
本
年
10
月
3

日
か
ら
7
日
に
か
け
て
、
第
26
回
F
A
O

林
業
委
員
会
（
C
O
F
O
26
）
が
会
場
と

オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
2
年
に
一
度
開
催
さ

れ
る
、
C
O
F
O
の
1
週
間
の
会
合
は
、

14林野 2022.11 No.188

出
席
者
に
よ
る
対
話
の
場
を
提
供
す
る
と

と
も
に
F
A
O
の
林
業
分
野
に
お
け
る
将

来
の
活
動
の
戦
略
的
方
向
性
を
検
討
し
ま

す
。
本
会
合
の
最
終
日
に
は
C
O
F
O
26

の
レ
ポ
ー
ト
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
日
本

か
ら
は
林
野
庁
の
代
表
団
が
参
加
し
、
木

材
の
持
続
可
能
な
生
産
と
利
用
、「
伐
っ

て
、
使
っ
て
、
植
え
て
、
育
て
る
」
循
環

サ
イ
ク
ル
の
重
要
性
に
つ
い
て
発
信
す
る

な
ど
、
委
員
会
で
の
議
論
に
貢
献
し
て
い

ま
し
た
。

併
せ
て
開
催
さ
れ
た
第
8
回
世
界
森
林

週
間
（
9
月
29
日
〜
10
月
7
日
）
で
は
多

く
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
F
A
O
本
部

の
ホ
ー
ル
で
は
森
林
由
来
の
食
品
な
ど
が

展
示
（
写
真
２
）
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
う

ち
の
一
つ
、「
森
林
経
営
に
お
け
る
生
物

多
様
性
の
主
流
化
」（
写
真
３
）
で
は
、

生
物
多
様
性
の
保
全
を
森
林
経
営
へ
組
み

入
れ
る
こ
と
に
関
す
る
、
こ
れ
ま
で
の
調

国
際
機
関
で
は
た
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線
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便
り
海
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す
る
林
野
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職
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の
近
況
を

シ
リ
ー
ズ
で
報
告
し
ま
す
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査
研
究
の
成
果
や
事
例
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
事
例
の
中
で
、
日
本
か
ら
は
イ
ヌ
ワ

シ
の
生
息
環
境
改
善
に
着
目
し
た
赤
谷

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
組
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

  

3
　
さ
い
ご
に

日
頃
の
仕
事
は
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
で
す

が
、
週
末
に
は
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
と
健
康
維

持
、
当
地
の
観
察
を
兼
ね
、
ロ
ー
マ
近
郊

の
山
な
ど
、
な
る
べ
く
郊
外
へ
足
を
向
け

る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す（
写
真
４
、５
）。

F
A
O
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://w
w
w
.fao.org/hom

e/en

Italy

規
則
、
ま
た
関
係
す
る
F
A
O
内
の
法
務

や
財
務
、
人
事
な
ど
各
部
署
の
主
要
な
点

を
把
握
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

他
方
で
部
署
内
で
は
ス
タ
ッ
フ
の
入
れ
替

わ
り
が
比
較
的
頻
繁
に
行
わ
れ
、
知
識
や

ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
、
伝
達
が
難
し
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
私
は
、
皆
が
ス
ム

ー
ズ
に
働
け
る
よ
う
、
内
部
ガ
イ
ダ
ン
ス

の
改
訂
作
業
も
進
め
て
い
ま
す
。

国
際
機
関
で
の
勤
務
を
通
じ
た
印
象
と

し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方

や
同
僚
と
の
共
通
認
識
の
幅
が
日
本
や
日

  

1
　
国
連
食
糧
農
業
機
関
で
の
業
務

国
連
食
糧
農
業
機
関
（
F
A
O
）
は
世

界
の
農
林
水
産
業
の
発
展
と
農
村
開
発
に

取
り
組
む
国
際
連
合
の
専
門
機
関
で
す

（
写
真
１
）。
そ
の
活
動
は
各
国
等
か
ら
の

拠
出
金
に
よ
り
支
え
ら
れ
、
現
在
予
算
の

お
よ
そ
7
割
が
任
意
拠
出
金
、
3
割
が
加

盟
国
に
義
務
づ
け
ら
れ
る
分
担
金
に
よ
り

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
の
所
属
す
る
部
署
は
任
意
拠
出
金
の

調
達
を
調
整
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
日
本
か
ら
F
A
O
へ
の
主
な
任
意
拠

出
に
は
、
林
野
庁
を
は
じ
め
農
林
水
産
省

か
ら
の
拠
出
金
事
業
の
ほ
か
、
外
務
省
拠

出
金
に
よ
る
事
業
、
独
立
行
政
法
人 

国

際
協
力
機
構
（
J
I
C
A
）
と
の
連
携
事

業
が
あ
り
ま
す
。
私
は
現
在
、
こ
れ
ら
任

意
拠
出
に
関
す
る
ド
ナ
ー
窓
口
の
担
当
と

し
て
、
日
本
政
府
か
ら
の
拠
出
金
の
受
け

取
り
に
か
か
る
合
意
文
書
を
は
じ
め
と
す

る
各
種
調
整
及
び
関
係
す
る
F
A
O
内
の

各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
サ
ポ
ー
ト
な

ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

任
意
拠
出
金
の
ド
ナ
ー
窓
口
は
業
務
の

性
格
上
、
多
岐
に
わ
た
る
F
A
O
内
部
の

1



本
語
で
働
い
て
い
た
と
き
と
は
異
な
る
と

感
じ
る
と
き
が
あ
り
ま
す
。
2
0
2
0
年

末
の
着
任
後
し
ば
ら
く
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
の
た
め
国
内
の
移
動
や
オ

フ
ィ
ス
へ
の
出
勤
の
制
限
が
続
き
、
部
署

内
で
も
直
接
顔
を
合
わ
せ
た
こ
と
の
な
い

同
僚
も
い
る
な
ど
、
勝
手
が
つ
か
め
ず
戸

惑
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
オ
フ
ィ
ス
に

人
が
戻
り
つ
つ
あ
る
現
在
、
直
接
話
せ
る

こ
と
の
有
難
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

  

2
　
F
A
O
で
の
林
業
関
係
の
会
合

F
A
O
で
の
森
林
・
林
業
に
関
す
る
最

近
の
大
き
な
話
題
と
し
て
、
本
年
10
月
3

日
か
ら
7
日
に
か
け
て
、
第
26
回
F
A
O

林
業
委
員
会
（
C
O
F
O
26
）
が
会
場
と

オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
2
年
に
一
度
開
催
さ

れ
る
、
C
O
F
O
の
1
週
間
の
会
合
は
、
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出
席
者
に
よ
る
対
話
の
場
を
提
供
す
る
と

と
も
に
F
A
O
の
林
業
分
野
に
お
け
る
将

来
の
活
動
の
戦
略
的
方
向
性
を
検
討
し
ま

す
。
本
会
合
の
最
終
日
に
は
C
O
F
O
26

の
レ
ポ
ー
ト
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
日
本

か
ら
は
林
野
庁
の
代
表
団
が
参
加
し
、
木

材
の
持
続
可
能
な
生
産
と
利
用
、「
伐
っ

て
、
使
っ
て
、
植
え
て
、
育
て
る
」
循
環

サ
イ
ク
ル
の
重
要
性
に
つ
い
て
発
信
す
る

な
ど
、
委
員
会
で
の
議
論
に
貢
献
し
て
い

ま
し
た
。

併
せ
て
開
催
さ
れ
た
第
8
回
世
界
森
林

週
間
（
9
月
29
日
〜
10
月
7
日
）
で
は
多

く
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
F
A
O
本
部

の
ホ
ー
ル
で
は
森
林
由
来
の
食
品
な
ど
が

展
示
（
写
真
２
）
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
う

ち
の
一
つ
、「
森
林
経
営
に
お
け
る
生
物

多
様
性
の
主
流
化
」（
写
真
３
）
で
は
、

生
物
多
様
性
の
保
全
を
森
林
経
営
へ
組
み

入
れ
る
こ
と
に
関
す
る
、
こ
れ
ま
で
の
調

2
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さ
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日
頃
の
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は
デ
ス
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ワ
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で
す

が
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週
末
に
は
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
と
健
康
維

持
、
当
地
の
観
察
を
兼
ね
、
ロ
ー
マ
近
郊

の
山
な
ど
、
な
る
べ
く
郊
外
へ
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を
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よ
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掛
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ま
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写
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す
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入
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国
連
食
糧
農
業
機
関
で
の
業
務

国
連
食
糧
農
業
機
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（
F
A
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）
は
世

界
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農
林
水
産
業
の
発
展
と
農
村
開
発
に

取
り
組
む
国
際
連
合
の
専
門
機
関
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す
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真
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活
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は
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等
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の

拠
出
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に
よ
り
支
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、
現
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予
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取
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写真１　流木捕捉式治山ダムの設置
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◆
は
じ
め
に

　
林
野
庁
で
は
、
平
成
29
年
7
月
九
州
北
部

豪
雨
に
よ
る
甚
大
な
流
木
災
害
等
の
発
生
を

受
け
、
「
流
木
災
害
等
に
対
す
る
治
山
対
策

検
討
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
、
学
識
経
験
者
等

か
ら
意
見
を
伺
い
、
事
前
防
災
・
減
災
に
向
け

た
効
果
的
な
治
山
対
策
の
在
り
方
に
つ
い
て

検
討
し
、
そ
の
結
果
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
直
近
で
は
、
令
和
２
年
７
月
豪
雨
等

も
踏
ま
え
、
同
じ
く
学
識
経
験
者
等
か
ら
構

成
さ
れ
る
「
豪
雨
災
害
に
関
す
る
今
後
の
治

山
対
策
の
在
り
方
検
討
会
」
を
立
ち
上
げ
、

令
和
３
年
３
月
に
検
討
結
果
を
取
り
ま
と
め

て
お
り
、
現
在
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
治
山
対

策
が
実
行
に
移
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
各
森
林
管
理
局
で
は「
防

災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
５
か
年

加
速
化
対
策
」
等
に
よ
り
対
策
を
進
め
て
お

り
、
中
部
森
林
管
理
局
で
は
、
流
木
対
策
と

し
て
こ
れ
ま
で
、
流
木
捕
捉
式
治
山
ダ
ム
の

設
置
（
写
真
1
）
や
流
木
化
す
る
危
険
性
の

高
い
流
路
部
の
立
木
の
伐
採
等
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
さ
ら
な
る
流
木
対
策
の
取
組

に
つ
い
て
、
紹
介
し
ま
す
。

◆
「
独
立
基
礎
型
流
木
捕
捉
工
」
の
開
発

　
中
部
森
林
管
理
局
で
は
、
流
木
災
害
の
発

生
を
防
止
・
軽
減
す
る
た
め
、
新
た
に
流
木

の
捕
捉
す
る
こ
と
に
特
化
し
た
独
立
基
礎
型

流
木
捕
捉
工
を
開
発
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
下
流
の
保
全
対
象
へ
の
流
木
被
害
の
防

止
の
ほ
か
、
渓
畔
林
の
保
護
に
よ
る
生
物
多

様
性
の
保
全
が
期
待
で
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で

に
、
富
山
県
、
長
野
県
及
び
岐
阜
県
内
の
国

有
林
4
カ
所
で
試
験
施
工
（
写
真
２
、
３
）

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
技
術
的
な
知

見
を
取
り
ま
と
め
た
「
設
計
・
施
工
」
及
び

「
調
査
・
計
画
」
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定

し
、
局
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
す
る
な
ど

技
術
や
効
果
の
発
信
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
掲
載
先
）

https://w
w
w
.rinya.

m
aff.go.jp/chubu/
chisan/guideline.htm

l

◆
「
独
立
基
礎
型
流
木
捕
捉
工
」
の
特
徴

　
補
足
工
は
、
主
に
流
木
を
捕
捉
す
る
鋼
管

に
よ
る
「
上
部
構
造
」
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と

ラ
イ
ナ
ー
プ
レ
ー
ト
か
ら
な
る
独
立
し
た
基

礎
で
あ
る
「
下
部
構
造
」
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
（
図
1
）
。

　
主
な
特
徴
は
、

・　
地
形
条
件
に
併
せ
た
自
在
な
配
置
が

　
可
能
な
こ
と

・　
上
部
の
鋼
管
は
、
腐
食
等
劣
化
の
際

　
に
交
換
が
可
能
な
こ
と

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

◆
本
年
８
月
の
降
雨
時
に
お
け
る
捕
捉
状
況

　
富
山
県
魚
津
市
片
貝
国
有
林
で
は
、
本
年

８
月
20
日
の
降
雨
に
よ
り
流
木
が
発
生
し
ま

し
た
が
、
試
験
施
工
し
た
捕
捉
工
が
流
木
を

捕
捉
し
ま
し
た
（
写
真
４
〜
６
）
。

　
流
木
は
渓
床
内
に
あ
っ
た
枯
損
木
等
で
あ

り
、
体
積
は
70
〜
80
㎥
と
推
測
さ
れ
一
定
の

効
果
を
発
揮
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
一
方
、
捕
捉
に
よ
る
通
水
面
の
閉
塞
に
よ

り
、
上
流
か
ら
の
水
が
渓
流
の
両
側
に
廻

り
、
渓
岸
の
一
部
に
侵
食
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
、
護
岸
工
等
に
よ
る
侵
食
対
策
に

つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
今
後
の
取
組

　
令
和
４
年
度
は
、
試
験
施
工
し
た
施
設
の

機
能
維
持
と
と
も
に
、
流
木
捕
捉
効
果
等
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
行
い
、
計
画
・
設
計
・

施
工
の
改
善
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
予
定
で

す
。
ま
た
、
岐
阜
県
高
山
市
・
飛
騨
市
の
高

原
川
流
域
で
は
流
木
潜
在
量
の
調
査
を
行

い
、
流
木
対
策
計
画
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

　
中
部
森
林
管
理
局
で
は
、
令
和
３
年
３
月

に
「
豪
雨
災
害
に
関
す
る
今
後
の
治
山
対
策

の
在
り
方
検
討
会
」
が
取
り
ま
と
め
た
報
告

書
や
、
流
域
の
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
が
協
働
し

て
水
災
害
対
策
を
進
め
る
「
流
域
治
水
」
の

考
え
方
も
踏
ま
え
、
流
域
全
体
に
お
け
る
流

木
対
策
の
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

管内概要　中部森林管理局

所 在 地 長野県長野市大字栗田715番地5

区 域 面 積 3,360,336ha

うち森林面積 2,433,761ha

国有林野面積 654,816ha
（森林面積に占める
国有林野面積の割合27%）

関 係 県 富山県、長野県、岐阜県、愛知県

　中部森林管理局は、富山県、長野県、岐阜県、愛知県
の４県内の国有林を管轄しています。
　管内の国有林は、ほぼ本州中央部の山岳地帯に
位置し、標高差が大きく、地形も複雑なことから自然
的条件は変化に富み、垂直的にはカシ・シイなどの
常緑広葉樹からなる低山帯、ブナなど落葉広葉樹
を主体とする山地帯、トウヒ・シラベ・ダケカンバ主体
の亜高山帯、ハイマツ主体の高山帯まで多様な森林
を有しています。

SERIES. 国有林野事業の取組

流木災害の対策としての
独立基礎型流木捕捉工

中部森林管理局

中部森林管理局

＝国有林＝中部森林管理局
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写真2～3　「独立基礎型流木捕捉工」の試験施工

写真4～6　富山県魚津市における流木の捕捉

図１　独立基礎型流木捕捉工の構造

流木災害の対策としての独立基礎型流木捕捉工SE RIES. 国有林野事業の取組

◆
は
じ
め
に

　
林
野
庁
で
は
、
平
成
29
年
7
月
九
州
北
部

豪
雨
に
よ
る
甚
大
な
流
木
災
害
等
の
発
生
を

受
け
、
「
流
木
災
害
等
に
対
す
る
治
山
対
策

検
討
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
、
学
識
経
験
者
等

か
ら
意
見
を
伺
い
、
事
前
防
災
・
減
災
に
向
け

た
効
果
的
な
治
山
対
策
の
在
り
方
に
つ
い
て

検
討
し
、
そ
の
結
果
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
直
近
で
は
、
令
和
２
年
７
月
豪
雨
等

も
踏
ま
え
、
同
じ
く
学
識
経
験
者
等
か
ら
構

成
さ
れ
る
「
豪
雨
災
害
に
関
す
る
今
後
の
治

山
対
策
の
在
り
方
検
討
会
」
を
立
ち
上
げ
、

令
和
３
年
３
月
に
検
討
結
果
を
取
り
ま
と
め

て
お
り
、
現
在
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
治
山
対

策
が
実
行
に
移
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
各
森
林
管
理
局
で
は「
防

災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
５
か
年

加
速
化
対
策
」
等
に
よ
り
対
策
を
進
め
て
お

り
、
中
部
森
林
管
理
局
で
は
、
流
木
対
策
と

し
て
こ
れ
ま
で
、
流
木
捕
捉
式
治
山
ダ
ム
の

設
置
（
写
真
1
）
や
流
木
化
す
る
危
険
性
の

高
い
流
路
部
の
立
木
の
伐
採
等
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
さ
ら
な
る
流
木
対
策
の
取
組

に
つ
い
て
、
紹
介
し
ま
す
。

◆
「
独
立
基
礎
型
流
木
捕
捉
工
」
の
開
発

　
中
部
森
林
管
理
局
で
は
、
流
木
災
害
の
発

生
を
防
止
・
軽
減
す
る
た
め
、
新
た
に
流
木

の
捕
捉
す
る
こ
と
に
特
化
し
た
独
立
基
礎
型

流
木
捕
捉
工
を
開
発
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
下
流
の
保
全
対
象
へ
の
流
木
被
害
の
防

止
の
ほ
か
、
渓
畔
林
の
保
護
に
よ
る
生
物
多

様
性
の
保
全
が
期
待
で
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で

に
、
富
山
県
、
長
野
県
及
び
岐
阜
県
内
の
国

有
林
4
カ
所
で
試
験
施
工
（
写
真
２
、
３
）

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
技
術
的
な
知

見
を
取
り
ま
と
め
た
「
設
計
・
施
工
」
及
び

「
調
査
・
計
画
」
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定

し
、
局
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
す
る
な
ど

技
術
や
効
果
の
発
信
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
掲
載
先
）

https://w
w
w
.rinya.

m
aff.go.jp/chubu/
chisan/guideline.htm

l

◆
「
独
立
基
礎
型
流
木
捕
捉
工
」
の
特
徴

　
補
足
工
は
、
主
に
流
木
を
捕
捉
す
る
鋼
管

に
よ
る
「
上
部
構
造
」
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と

ラ
イ
ナ
ー
プ
レ
ー
ト
か
ら
な
る
独
立
し
た
基

礎
で
あ
る
「
下
部
構
造
」
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
（
図
1
）
。

　
主
な
特
徴
は
、

・　
地
形
条
件
に
併
せ
た
自
在
な
配
置
が

　
可
能
な
こ
と

・　
上
部
の
鋼
管
は
、
腐
食
等
劣
化
の
際

　
に
交
換
が
可
能
な
こ
と

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

◆
本
年
８
月
の
降
雨
時
に
お
け
る
捕
捉
状
況

　
富
山
県
魚
津
市
片
貝
国
有
林
で
は
、
本
年

８
月
20
日
の
降
雨
に
よ
り
流
木
が
発
生
し
ま

し
た
が
、
試
験
施
工
し
た
捕
捉
工
が
流
木
を

捕
捉
し
ま
し
た
（
写
真
４
〜
６
）
。

　
流
木
は
渓
床
内
に
あ
っ
た
枯
損
木
等
で
あ

り
、
体
積
は
70
〜
80
㎥
と
推
測
さ
れ
一
定
の

効
果
を
発
揮
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
一
方
、
捕
捉
に
よ
る
通
水
面
の
閉
塞
に
よ

り
、
上
流
か
ら
の
水
が
渓
流
の
両
側
に
廻

り
、
渓
岸
の
一
部
に
侵
食
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
、
護
岸
工
等
に
よ
る
侵
食
対
策
に

つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
今
後
の
取
組

　
令
和
４
年
度
は
、
試
験
施
工
し
た
施
設
の

機
能
維
持
と
と
も
に
、
流
木
捕
捉
効
果
等
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
行
い
、
計
画
・
設
計
・

施
工
の
改
善
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
予
定
で

す
。
ま
た
、
岐
阜
県
高
山
市
・
飛
騨
市
の
高

原
川
流
域
で
は
流
木
潜
在
量
の
調
査
を
行

い
、
流
木
対
策
計
画
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

　
中
部
森
林
管
理
局
で
は
、
令
和
３
年
３
月

に
「
豪
雨
災
害
に
関
す
る
今
後
の
治
山
対
策

の
在
り
方
検
討
会
」
が
取
り
ま
と
め
た
報
告

書
や
、
流
域
の
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
が
協
働
し

て
水
災
害
対
策
を
進
め
る
「
流
域
治
水
」
の

考
え
方
も
踏
ま
え
、
流
域
全
体
に
お
け
る
流

木
対
策
の
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

か
た 

が
い

け
い 

が
ん
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マイナンバー総合フリーダイヤル

0120-95-0178 平　日　9時30分～20時00分
土日祝　9時30分～17時30分 （年末年始を除く）

マイナンバーカードの紛失・盗難などによる一時利用停止については、24時間365日受け付けます。
■一部のIP電話等で上記ダイヤルに繋がらない場合　050-3818-1250
■This telephone number is toll-free corresponding to English, Chinese, Korean, Spanish and Portuguese.
0120-0178-27 

マイナンバーカードはお持ちですか？マイナンバーカードはお持ちですか？マイナンバーカードはお持ちですか？
林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ

マイナンバーカードは、次のような便利な機能があり、林業・木材産業関連事業者の皆様にとってもメリットがあるものです！
現在マイナポイント第2弾が実施されており、最大2万円分のポイントがもらえます。是非マイナンバーカードを取得して、お申し込みください。

※ カードを既に取得した方のうち、マイナポイント第1弾の未申込者も含まれます
 　詳細はマイナポイント事業のホームページにて順次お知らせします 詳しい申込み方法などはこちら→

1 2 3
マイナンバーカードの新規取得等※で

ポイントがもらえる！ ポイントがもらえる！

健康保険証としての利用申込みで

ポイントがもらえる！

公金受取口座の登録完了で

の

※1 対応する医療機関・薬局は順次拡大していきます ※2 市区町村によってサービスが異なります　 ※3 毎日6:30から23:00まで利用できます（市町村により異なる場合があります）
※4 マイナンバーカード読み取りに対応しているスマートフォン又はICカードリーダーとパソコンが必要です 

コンビニで各種証明書が取得できる！※2 ※3

住民票の写しなどの各種証明書を
窓口よりも安く取得できる
市区町村が増えています。

給付金の受け取りがスマートに！

公金受取口座を登録することで、
年金や児童手当などを申請するときに、
口座情報の記入や通帳の写しなどを
提出する必要がなくなります。

本人確認書類として使える！

マイナンバーと本人確認書類が
同時に必要な場面も、これ1枚でOK！
ライブ会場の入場や会員登録など
幅広く使えます！

民間のサービスにも拡大中！

各種オンライン決済サービスにおける口座登録、
オンラインでの住宅ローン契約や
証券口座開設などのときに使えて、
書類郵送などの手間がかかりません。

※4

新型コロナワクチン接種証明書が
スマートフォンアプリで発行できる！
国内用と海外用の接種証明書を
スマートフォンアプリで取得し、
いつでも表示できます。
※アプリに対応しているスマートフォンが必要です
※海外用の接種証明書の取得のためには有効なパスポートが必要です

マイナンバー
7

1 2 3 4 5 6

8 9 0 1 2

お
問
い
合
わ
せ

健康保険証として使える！※1

カードを保険証として利用する方は、
通常の保険証の場合よりも
初診料等の負担が
小さくなります。

オンラインで
行政手続きができる！※2 ※4

確定申告（e-Tax）をはじめ、
子育てなどに関する手続きも
オンラインで便利に申請ができます。

便利な｢マイナポータル｣が
使える!※2 ※4 

ご自身情報の確認やの
オンライン申請ができる
｢マイナポータル｣が使えます。

マイナポータル

マイナンバーカードはお持ちですか？マイナンバーカードはお持ちですか？マイナンバーカードはお持ちですか？マイナンバーカードはお持ちですか？マイナンバーカードはお持ちですか？マイナンバーカードはお持ちですか？マイナンバーカードはお持ちですか？マイナンバーカードはお持ちですか？マイナンバーカードはお持ちですか？マイナンバーカードはお持ちですか？マイナンバーカードはお持ちですか？マイナンバーカードはお持ちですか？マイナンバーカードはお持ちですか？マイナンバーカードはお持ちですか？マイナンバーカードはお持ちですか？マイナンバーカードはお持ちですか？マイナンバーカードはお持ちですか？マイナンバーカードはお持ちですか？マイナンバーカードはお持ちですか？マイナンバーカードはお持ちですか？マイナンバーカードはお持ちですか？マイナンバーカードはお持ちですか？マイナンバーカードはお持ちですか？マイナンバーカードはお持ちですか？マイナンバーカードはお持ちですか？マイナンバーカードはお持ちですか？マイナンバーカードはお持ちですか？マイナンバーカードはお持ちですか？マイナンバーカードはお持ちですか？マイナンバーカードはお持ちですか？マイナンバーカードはお持ちですか？マイナンバーカードはお持ちですか？マイナンバーカードはお持ちですか？マイナンバーカードはお持ちですか？マイナンバーカードはお持ちですか？マイナンバーカードはお持ちですか？マイナンバーカードはお持ちですか？マイナンバーカードはお持ちですか？マイナンバーカードはお持ちですか？マイナンバーカードはお持ちですか？マイナンバーカードはお持ちですか？マイナンバーカードはお持ちですか？マイナンバーカードはお持ちですか？マイナンバーカードはお持ちですか？マイナンバーカードはお持ちですか？マイナンバーカードはお持ちですか？マイナンバーカードはお持ちですか？マイナンバーカードはお持ちですか？
林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ林業・木材産業関連事業者の皆様へ

マイナンバーカードは、次のような便利な機能があり、林業・木材産業関連事業者の皆様にとってもメリットがあるものです！
現在マイナポイント第2弾が実施されており、最大2万円分のポイントがもらえます。是非マイナンバーカードを取得して、お申し込みください。
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協力／間伐・間伐材利用推進ネットワーク
制作／一般社団法人全国林業改良普及協会

（10月1日～11月30日）
間伐への支援制度があります。詳しくは、都道府県、市町村、林業事業体、森林組合などにお尋ねください。

林野庁の森林整備
に関するサイト ▶

！
う
ろ
や

で
ち
た
私

健全な森林育成のため、
積極的に間伐を進めていきましょう。

森林は、私たちにとって
かけがえのない財産です。

検 索情報誌 林野
「林野」は林野庁HPでもご覧になれます。詳しくは
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